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松山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
一
号
抜
刷
平
成
二
十
三
年
四
月
発
行
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
一
）
古
屋
壮
一
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
一
）
古
屋
壮
一
一
本
稿
の
目
的
二
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
の
特
定
と
そ
の
検
証
１
特
定
か
つ
検
証
す
べ
き
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
の
規
定
２
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
四
二
条
（
以
上
、
本
号
）
３
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
五
〇
条
４
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
五
一
条
５
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
五
三
条
６
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
五
四
条
７
小
括
三
日
本
法
へ
の
示
唆
１
民
法
四
六
七
条
二
項
の
解
釈
論
へ
の
示
唆
２
民
法
四
六
七
条
一
項
の
解
釈
論
へ
の
示
唆
四
お
わ
り
に
一
一本
稿
の
目
的
日
本
民
法
四
六
七
条
（
日
本
民
法
の
規
定
に
つ
い
て
は
以
下
、「
日
民
四
六
七
条
」
と
い
う
よ
う
に
表
記
す
る
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
に
そ
の
沿
革
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
１
）
。
た
だ
、
日
民
四
六
七
条
の
前
身
で
あ
り
、
同
条
と
内
容
が
同
一
で
あ
る
甲
号
議
案
四
七
〇
条
に
つ
い
て
（
２
）
、
起
草
を
担
当
し
た
梅
謙
次
郎
起
草
委
員
は
（
３
）
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
、
同
一
六
九
一
条
の
他
に
（
４
）
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
、
イ
タ
リ
ア
民
法
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
民
法
、
ス
イ
ス
債
務
法
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
財
産
法
、
ス
ペ
イ
ン
民
法
、
ス
ペ
イ
ン
商
法
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
民
法
草
案
等
の
外
国
法
典
に
お
け
る
規
定
を
参
照
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
参
照
さ
れ
た
外
国
法
典
の
規
定
に
は
、「
独
二
草
三
五
一
、
三
五
三
、
三
五
四
」
が
含
ま
れ
て
い
る
（
５
）
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
五
一
条
、
三
五
三
条
お
よ
び
三
五
四
条
の
こ
と
で
あ
る
。
甲
号
議
案
四
七
〇
条
は
、
そ
の
沿
革
を
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
に
有
す
る
と
し
て
も
、
梅
起
草
委
員
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
規
定
の
み
を
参
照
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
同
じ
程
度
に
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
の
規
定
も
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
梅
起
草
委
員
自
身
が
ド
イ
ツ
法
と
フ
ラ
ン
ス
法
の
参
考
の
程
度
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
（
６
）
。
ま
た
、
穂
積
陳
重
起
草
委
員
付
の
起
草
委
員
補
助
で
あ
る
仁
保
亀
松
も
（
７
）
、
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
は
日
本
民
法
典
編
纂
時
に
お
い
て
最
新
の
立
法
モ
デ
ル
で
あ
り
、
日
本
民
法
典
編
纂
時
ま
で
の
法
律
の
発
展
に
最
も
よ
く
対
応
し
て
い
る
か
ら
、
日
本
民
法
典
編
纂
に
あ
た
っ
て
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
を
参
照
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
８
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
も
ま
た
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
趣
旨
と
内
容
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
が
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
た
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
五
一
、
三
五
三
、
三
五
四
条
等
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
甲
号
議
案
四
七
〇
条
や
日
民
四
六
七
条
の
趣
旨
を
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
し
て
、
日
民
四
六
七
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
一
号
二
１９１
条
に
お
け
る
解
釈
論
の
あ
る
べ
き
方
向
性
を
見
出
す
た
め
に
は
、
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
を
解
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
の
解
明
は
、
日
民
四
六
七
条
の
解
釈
論
を
展
開
す
る
大
前
提
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
債
権
譲
渡
制
度
に
限
定
し
て
見
て
み
て
も
、
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
は
一
八
九
四
年
に
ベ
ル
リ
ン
の
J.G
uttentag
か
ら
出
版
さ
れ
た
、「
ド
イ
ツ
帝
国
民
法
典
草
案
。
第
二
読
会
。
編
集
委
員
会
の
決
定
に
基
づ
く
。
第
一
編
か
ら
第
三
編
ま
で
（
総
則
、
債
務
関
係
法
、
物
権
法
）。
官
版
。」
（Entw
urfeines
Bürgerlichen
G
esetzbuchs
fürdas
D
eutsche
Reich.
Zw
eite
Lesung.
N
ach
den
Beschlüssen
der
Redaktionskom
m
ission.

.bis
.Buch.
A
llgem
einer
Theil.
Recht
der
Schuldverhältnisse.
Sachenrecht.
A
uf
am
tliche
V
eranlassung.
J.G
uttentag.１８９４
.
）、
す
な
わ
ち
官
版
第
二
草
案
だ
け
で
は
な
く
（
９
の
１
）（
９
の
２
）
、
官
版
第
二
草
案
に
先
立
っ
て
公
表
さ
れ
た
三
つ
の
第
二
草
案
を
含
む
四
つ
の
第
二
草
案
か
ら
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
三
つ
の
第
二
草
案
を
示
し
て
お
こ
う
。
一
つ
目
の
第
二
草
案
は
、Pionier
社
版
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
（
１０
）
、
表
紙
に
は
「
ド
イ
ツ
帝
国
民
法
典
草
案
第
二
読
会
の
た
め
の
委
員
会（
第
二
委
員
会
）。
ド
イ
ツ
帝
国
民
法
典
草
案
。
第
二
読
会
。
編
集
委
員
会
の
決
定
に
基
づ
く
。
第
二
編
。
債
務
関
係
法
。
第
一
章
か
ら
第
六
章
ま
で
。」（K
om
m
ission
fürdie
zw
eite
Lesung
des
Entw
urfes
eines
Bürgerlichen
G
esetzbuchs
fürdas
D
eutsche
Reich.
Entw
urf
eines
Bürgerlichen
G
esetzbuchs
für
das
D
eutsche
Reich.
Zw
eite
Lesung.
N
ach
den
Beschlüssen
derRedaktionskom
m
ission.

.Buch.
RechtderSchuldverhältnisse.
１
.bis６
.A
bschnitt.
）
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
一
八
九
二
年
に
ベ
ル
リ
ン
のPionier
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
１１
）
。Pionier
社
版
は
、
非
売
品
で
あ
り
、「
第
二
委
員
会
委
員
の
利
用
に
供
す
る
た
め
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
文
に
お
い
て
、
当
該
条
文
に
対
応
し
た
委
員
会
議
事
録
の
箇
所
（
頁
番
号
―
―
筆
者
註
）
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
１２
）
。
な
お
、Pionier
社
版
は
、
第
二
草
案
の
規
定
に
つ
い
て
特
記
事
項
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
規
定
に
脚
注
を
付
け
て
こ
れ
を
記
載
し
て
い
る
。
１９０
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
一
）
三
二
つ
目
の
第
二
草
案
は
、
第
二
委
員
会
起
草
委
員
補
助
のM
andry
の
私

版
で
あ
る
（
１３
）（
１４
）
。M
andry
の
私

版
は
、
表
題
を
「
第
二
読
会
に
お
け
る
ド
イ
ツ
帝
国
民
法
典
草
案
」
と
し
て
お
り
、
雑
誌A
rchiv
für
die
Civilistische
Praxis
に
一
八
九
二
年
四
月
か
ら
連
載
さ
れ
（
１５
）
、
債
権
譲
渡
を
含
む
部
分
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
二
年
一
〇
月
末
に
公
表
さ
れ
た
（
１６
）
。M
andry
は
、
連
載
の
開
始
に
あ
た
っ
て
自
ら
の
私

版
に
つ
い
て
、「
草
案
（M
andry
の
私

版
に
お
け
る
第
二
草
案
―
―
筆
者
註
）
の
文
言
お
よ
び
脚
注
は
、
編
集
委
員
会
が
編
集
し
た
草
案
に
忠
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
者
に
含
ま
れ
て
い
る
委
員
会
（
第
二
委
員
会
―
―
筆
者
註
）
の
議
事
録
を
参
照
す
る
よ
う
に
指
示
す
る
こ
と
は
、
脚
注
ま
た
は
草
案
に
お
け
る
個
々
の
条
文
か
ら
一
貫
し
て
省
略
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
委
員
会
の
議
事
録
が
専
ら
草
案
編
集
以
外
の
作
業
に
関
す
る
委
員
会
の
指
示
を
内
容
と
し
て
お
り
、
委
員
会
の
議
事
録
は
、
第
二
草
案
と
第
一
草
案
の
関
係
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
は
（
第
二
草
案
の
規
定
の
本
質
的
な
趣
旨
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
―
―
筆
者
註
）、
不
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
（
１７
）
。
た
だ
、M
andry
の
私

版
も
ま
た
、
第
二
草
案
の
規
定
に
つ
い
て
特
記
事
項
が
あ
る
と
き
は
、
脚
注
で
こ
れ
を
記
載
し
て
い
る
。
三
つ
目
の
第
二
草
案
は
、
い
わ
ゆ
るReatz
版
で
あ
る
。Reatz
版
の
表
紙
に
は
、「
ド
イ
ツ
帝
国
民
法
典
草
案
の
第
二
読
会
。
ギ
ー
セ
ン
弁
護
士
会
の
幹
部
の
一
員
で
あ
る
弁
護
士
で
あ
り
、
法
律
顧
問
官
のReatz
が
ド
イ
ツ
弁
護
士
会
幹
部
の
委
託
を
受
け
て
、
第
一
読
会
と
対
比
し
て
叙
述
し
、
第
二
読
会
の
議
事
録
を
基
に
注
釈
を
加
え
た
も
の
。」
と
い
う
記
載
が
あ
り
（D
ie
zw
eite
Lesung
des
Entw
urfs
eines
Bürgerlichen
G
esetzbuchs
für
das
D
eutsche
Reich
unter
G
egenüberstellung
der
ersten
Lesung.
Im
A
uftrage
des
V
orstandes
des
D
eutschen
A
nw
altvereins
dargestellt
und
aus
den
Protokollen
der
zw
eiten
Lesung
erläutertvon
Justizrath
D
r.Reatz,
Rechtsanw
altzu
G
ießen,
M
itglied
des
V
ereinsvorstandes.
）、
債
権
譲
渡
を
含
む
第
二
分
冊
は
、
一
八
九
三
年
に
公
表
さ
れ
て
い
る
（
１８
）
。
た
だ
し
、Reatz
は
、
第
二
分
冊
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
第
二
草
案
は
一
八
九
二
年
六
月
現
在
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
１９
）
。
そ
う
す
る
と
、Pionier
社
版
、M
andry
の
私

版
お
よ
びReatz
版
は
、
す
べ
て
同
一
の
第
二
草
案
を
掲
載
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
（
２０
）
、Reatz
版
は
、
第
二
草
案
の
掲
載
方
法
と
い
う
形
式
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
一
号
四
１８９
的
な
点
で
（
レ
イ
ア
ウ
ト
の
点
で
）、Pionier
社
版
やM
andry
の
私

版
と
異
な
っ
て
い
る
。
後
者
は
、
第
二
草
案
の
規
定
を
第
一
草
案
の
規
定
と
対
比
せ
ず
、
第
二
草
案
の
規
定
の
み
を
掲
載
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
第
一
草
案
の
条
文
番
号
を
第
二
草
案
の
各
規
定
に
お
い
て
括
弧
書
き
で
記
載
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
両
草
案
の
関
係
は
一
応
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
（
第
二
草
案
に
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
第
一
草
案
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
第
一
草
案
の
規
定
に
関
連
す
る
第
二
草
案
の
規
定
の
脚
注
に
お
い
て
、
引
き
継
が
な
い
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
旨
を
示
し
て
い
る
）
（
２１
）
。
他
方
、
前
者
は
、
頁
の
右
側
に
第
二
草
案
の
規
定
を
掲
載
し
、
左
側
に
そ
の
第
二
草
案
の
規
定
に
対
応
し
て
い
る
第
一
草
案
の
規
定
を
掲
載
し
て
い
る
（
第
二
草
案
に
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
第
一
草
案
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
右
側
の
第
二
草
案
の
部
分
に
お
い
て
、
引
き
継
が
れ
な
い
旨
が
表
示
さ
れ
、
そ
の
直
後
に
括
弧
書
き
等
で
引
き
継
が
れ
な
い
理
由
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。Reatz
は
、
こ
の
よ
う
な
レ
イ
ア
ウ
ト
で
第
二
草
案
を
紹
介
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
本
書
の
目
的
は
、
第
一
草
案
と
第
二
草
案
と
を
対
比
し
、
両
者
の
関
係
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
第
二
草
案
が
第
一
草
案
に
対
し
て
そ
の
内
容
や
形
式
の
点
で
進
歩
し
て
い
る
こ
と
を
読
者
に
認
識
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
現
時
点
に
お
け
る
立
法
能
力
か
ら
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
統
一
的
な
立
法
の
偉
大
な
作
品
が
本
質
的
に
完
璧
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
喜
ば
し
い
確
信
を
読
者
に
抱
か
せ
る
こ
と
に
あ
る
。」
と
説
明
し
て
い
る
（
２２
）
。
た
だ
、「
両
草
案
の
規
定
を
単
純
に
対
比
す
る
こ
と
は
、
断
然
多
く
の
人
を
満
足
さ
せ
る
に
ち
が
い
な
い
が
、
起
草
者
が
意
図
し
た
と
こ
ろ（
第
二
草
案
の
立
法
趣
旨
―
―
筆
者
註
）
に
従
い
、
第
一
草
案
と
は
異
な
る
第
二
草
案
の
規
定
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
好
ま
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
二
委
員
会
の
重
大
な
根
拠
づ
け
に
つ
い
て
は
、
第
二
委
員
会
議
事
録
の
内
容
を
適
当
な
範
囲
で
引
用
し
て
い
る
」と
い
う
（
２３
）
。
確
か
に
、Reatz
版
の
第
二
草
案
に
付
け
ら
れ
た
脚
注
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、Pionier
社
版
やM
andry
の
私

版
と
は
異
な
り
、
第
一
草
案
か
ら
第
二
草
案
へ
の
変
更
点
と
そ
の
理
由
を
示
し
て
い
る
が
、
第
二
草
案
の
規
定
の
本
質
的
な
趣
旨
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。
一
八
九
四
年
に
公
表
さ
れ
た
官
版
第
二
草
案
よ
り
も
前
に
公
表
さ
れ
た
、Pionier
社
版
（
一
八
九
二
年
）、M
andry
の
私

１８８
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
一
）
五
版
（
一
八
九
二
年
）
お
よ
びReatz
版
（
一
八
九
三
年
）
と
い
う
三
つ
の
第
二
草
案
は
、
第
二
草
案
と
し
て
公
式
に
確
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、「
暫
定
第
二
草
案
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
（
２４
）
。
甲
号
議
案
四
七
〇
条
が
起
草
さ
れ
た
の
は
一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
年
）
三
月
で
あ
る
か
ら
（
２５
）
、
梅
起
草
委
員
は
、
官
版
第
二
草
案
お
よ
び
暫
定
第
二
草
案
の
両
方
を
参
照
し
え
た
こ
と
に
な
る
が
、
具
体
的
に
そ
の
う
ち
の
ど
れ
を
参
照
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
梅
起
草
委
員
が
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
に
あ
た
り
参
照
し
た
第
二
草
案
を
特
定
す
る
こ
と
は
、
日
民
四
六
七
条
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
同
条
の
解
釈
論
の
あ
る
べ
き
方
向
性
を
示
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
四
つ
の
第
二
草
案
の
う
ち
、
梅
起
草
委
員
が
参
照
し
た
第
二
草
案
を
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
四
つ
の
第
二
草
案
の
内
容
に
差
異
が
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
な
ら
ば
、
実
質
的
に
は
、
梅
起
草
委
員
が
参
照
し
た
第
二
草
案
を
特
定
で
き
た
と
い
え
る
（
形
式
的
に
も
、「
四
つ
の
第
二
草
案
す
べ
て
」
と
い
う
形
で
特
定
さ
れ
た
と
い
え
る
）
と
考
え
る
（
２６
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
は
、

梅
起
草
委
員
が
甲
号
議
案
四
七
〇
条
を
起
草
す
る
に
あ
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
と
同
程
度
に
参
照
し
た
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
を
官
版
第
二
草
案
お
よ
び
暫
定
第
二
草
案
か
ら
特
定
し
て
そ
の
内
容
を
解
明
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、

日
民
四
六
七
条
の
趣
旨
を
正
確
に
把
握
し
て
、
同
条
の
解
釈
論
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
示
唆
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。
本
稿
は
、
前
述
の

お
よ
び

の
目
的
に
則
っ
て
、
次
の
二
に
お
い
て
、
梅
起
草
委
員
が
参
照
し
た
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
を
官
版
第
二
草
案
お
よ
び
暫
定
第
二
草
案
か
ら
特
定
し
、
そ
の
内
容
を
検
証
（
解
明
）
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
四
つ
の
第
二
草
案
の
中
か
ら
梅
起
草
委
員
が
参
照
し
た
第
二
草
案
を
特
定
で
き
な
い
場
合
は
、
参
照
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
四
つ
の
第
二
草
案
す
べ
て
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
第
二
草
案
三
五
一
条
、
三
五
三
条
お
よ
び
三
五
四
条
と
そ
の
周
辺
の
規
定
に
限
定
し
て
、
各
第
二
草
案
の
内
容
を
確
認
し
、
そ
の
内
容
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
見
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
内
容
に
差
異
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
梅
起
草
委
員
が
参
照
し
た
第
二
草
案
は
、
特
定
さ
れ
た
と
評
価
し
う
る
。
そ
し
て
、
解
明
さ
れ
た
第
二
草
案
の
内
容
と
第
二
委
員
会
議
事
録
（
債
権
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
一
号
六
１８７
譲
渡
を
含
む
部
分
は
、
一
八
九
七
年
に
公
表
さ
れ
た
）
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
も
、
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
草
案
に
書
か
れ
て
い
な
い
内
容
が
第
二
委
員
会
議
事
録
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
梅
起
草
委
員
は
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
起
草
時
に
そ
の
内
容
を
知
り
え
な
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
梅
起
草
委
員
の
第
二
草
案
に
対
す
る
把
握
の
時
間
的
な
事
情
に
よ
る
限
界
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
第
二
草
案
の
甲
号
議
案
四
七
〇
条
へ
の
影
響
の
限
界
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
梅
起
草
委
員
が
把
握
し
え
な
か
っ
た
、
第
二
草
案
の
内
容
の
一
部
を
参
考
に
し
て
、
日
民
四
六
七
条
の
趣
旨
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
本
稿
は
、
二
を
受
け
た
三
に
お
い
て
、
日
民
四
六
七
条
の
趣
旨
に
つ
い
て
考
察
し
、
日
民
四
六
七
条
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
と
る
べ
き
方
向
性
を
若
干
示
し
て
お
き
た
い
。
二
に
お
い
て
梅
謙
次
郎
起
草
委
員
が
参
照
し
た
第
二
草
案
を
特
定
し
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
前
に
、
こ
こ
で
、

近
時
の
民
法
（
債
権
法
）
改
正
事
業
、
お
よ
び

梅
起
草
委
員
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
親
交
を
も
っ
た
、
松
山
高
等
商
業
学
校
（
松
山
大
学
の
前
身
）
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
加
藤
恒
忠
（
拓
川
）（
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
―
―
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
）
に
つ
い
て
少
し
く
触
れ
て
お
き
た
い
。
近
時
の
民
法
（
債
権
法
）
改
正
事
業
は
、
以
下
に
示
す
四
点
の
改
正
の
必
要
性
を
そ
の
基
礎
と
し
て
い
る
（
２７
）
。
第
一
点
。
現
行
日
本
民
法
典
は
、
権
利
義
務
の
主
体
で
あ
る
「
人
」
に
つ
い
て
、
経
済
的
合
理
人
と
い
う
「
抽
象
的
な
人
」
を
想
定
し
て
い
る
が
、
消
費
者
と
い
う
「
具
体
的
な
人
」
も
想
定
し
、
消
費
者
保
護
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
（
２８
）
。
第
二
点
。
一
般
市
民
は
、
民
法
典
に
お
け
る
条
文
に
つ
い
て
、
当
該
条
文
の
文
言
か
ら
導
く
こ
と
が
で
き
な
い
、
当
該
条
文
か
ら
乖
離
し
た
判
例
学
説
に
よ
る
解
釈
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
当
該
条
文
の
内
容
を
把
握
し
え
な
い
が
、
こ
れ
は
、「
民
法
典
が
一
般
市
民
の
た
め
の
法
典
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
反
し
て
お
り
、
当
該
条
文
に
関
す
る
判
例
学
説
の
解
釈
を
そ
の
条
文
に
盛
り
込
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
（
２９
）
。
第
三
点
。
一
般
市
民
が
民
法
典
の
規
定
を
読
ん
で
も
、
当
該
規
定
に
優
先
す
る
特
別
法
上
の
規
定
を
知
り
え
ず
、
正
当
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
法
的
利
益
を
享
受
し
え
な
い
危
険
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
一
定
の
特
別
法
上
の
規
定
を
民
法
典
に
取
り
込
む
か
、
ま
た
は
、
１８６
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
一
）
七
民
法
典
の
規
定
を
読
め
ば
特
別
法
上
の
規
定
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
第
四
点
。
世
界
的
に
行
わ
れ
て
い
る
民
法
典
編
纂
事
業
に
あ
わ
せ
て
現
行
日
本
民
法
典
を
改
正
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
国
際
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
（
３０
）
。
し
か
し
、
民
法
（
債
権
法
）
を
改
正
す
る
と
い
っ
て
も
、
現
行
民
法
の
規
定
を
ベ
ー
ス
と
し
て
検
討
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
第
一
点
か
ら
第
三
点
は
、
当
該
規
定
の
趣
旨
を
正
確
に
理
解
し
た
上
で
指
摘
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。
日
民
四
六
七
条
に
限
っ
て
い
え
ば
、
梅
起
草
委
員
が
参
照
し
た
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
法
典
の
趣
旨
と
内
容
が
必
ず
し
も
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
条
の
趣
旨
が
正
確
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
は
特
に
、
第
一
点
か
ら
第
三
点
の
改
正
の
必
要
性
は
、
論
理
的
前
提
を
欠
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
民
法
の
財
産
法
部
分
は
、
取
引
や
市
民
生
活
に
お
け
る
権
利
義
務
関
係
を
規
律
す
る
と
い
う
意
義
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
意
義
は
、
そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
な
く
、
財
産
法
部
分
を
改
正
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国
の
国
際
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
こ
と
と
無
関
係
で
あ
る
と
考
え
る
。
第
四
点
も
、
改
正
の
必
要
性
と
し
て
は
妥
当
で
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
債
権
譲
渡
の
規
定
だ
け
で
な
く
、
他
の
制
度
の
規
定
に
つ
い
て
も
、
起
草
委
員
が
参
照
し
た
外
国
法
典
の
趣
旨
と
内
容
が
完
全
に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
以
上
、
民
法
（
債
権
法
）
の
改
正
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
次
に
、
加
藤
恒
忠
（
拓
川
（
た
く
せ
ん
））
と
梅
起
草
委
員
と
の
親
交
に
つ
い
て
若
干
紹
介
し
て
お
こ
う
（
３１
）（
３２
）
。
正
岡
子
規
の
叔
父
で
あ
り
、
松
山
大
学
の
前
身
で
あ
る
松
山
高
等
商
業
学
校
（
一
九
二
三
年
創
立
）
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
拓
川
は
、
一
八
七
六
年
（
明
治
九
年
）
に
正
則
二
期
生
と
し
て
司
法
省
法
学
校
（
全
寮
制
）
に
入
学
し
た
が
（
同
期
生
に
、
原
敬
、
陸
羯
南
、
国
分
青
崖
、
福
本
日
南
お
よ
び
河
村
譲
三
郎
ら
が
い
た
）、
西
南
戦
争
後
の
急
激
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
寮
の
食
事
の
質
と
量
が
低
下
し
た
こ
と
か
ら
学
校
側
と
対
立
し
（
い
わ
ゆ
る
「
賄
征
伐
事
件
」
で
あ
る
）、
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
年
）
に
放
校
処
分
を
受
け
て
し
ま
う
（
原
、
陸
、
国
分
お
よ
び
福
本
ら
も
同
様
で
あ
っ
た
）
（
３３
）（
３４
）
。
こ
の
賄
征
伐
事
件
に
よ
り
、
正
則
二
期
生
に
欠
員
が
生
じ
た
た
め
、
一
八
八
〇
年
（
明
治
一
三
年
）
に
補
欠
入
学
試
験
が
実
施
さ
れ
、
東
京
外
国
語
学
校
を
首
席
で
卒
業
し
た
梅
が
、
正
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
一
号
八
１８５
則
二
期
生
と
し
て
司
法
省
法
学
校
に
入
学
し
た
の
で
あ
る
（
３５
）
。
そ
し
て
、
梅
は
、
一
八
八
四
年
（
明
治
一
七
年
）
に
司
法
省
法
学
校
を
首
席
で
卒
業
し
、
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
年
）
二
月
か
ら
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
年
）
七
月
ま
で
、
リ
ヨ
ン
大
学
に
留
学
し
た
（
３６
）
。
拓
川
と
梅
の
親
交
が
記
録
上
確
認
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
頃
で
あ
る
。
拓
川
は
、
旧
藩
主
の
養
子
で
あ
る
久
松
定
謨
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
に
随
行
し
て
一
八
八
四
年
（
明
治
一
七
年
）
か
ら
パ
リ
に
在
住
し
て
い
た
が
、
そ
の
随
行
の
任
を
終
え
た
後
、
原
敬
（
当
時
は
パ
リ
公
使
館
書
記
官
）
の
斡
旋
に
よ
り
、
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
年
）
六
月
に
外
務
省
交
際
官
試
補
と
な
り
、
外
交
官
と
し
て
の
道
を
歩
み
始
め
て
い
た
（
３７
）
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
外
交
官
と
な
っ
た
拓
川
は
、
一
八
八
八
年
（
明
治
二
一
年
）
一
二
月
三
日
に
リ
ヨ
ン
を
訪
れ
て
い
る
が
、
梅
は
、
翌
四
日
に
拓
川
を
訪
ね
て
会
食
を
し
て
い
る
（
梅
は
、
五
日
に
も
拓
川
を
訪
ね
て
い
る
）
（
３８
）
。
そ
し
て
、
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
年
）
八
月
に
は
、
拓
川
と
梅
は
と
も
に
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
お
よ
び
ド
レ
ス
デ
ン
へ
と
旅
行
し
て
い
る
（
３９
）
。
ま
た
、
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
年
）
八
月
一
一
日
付
で
拓
川
が
原
敬
宛
に
ベ
ル
リ
ン
か
ら
送
っ
た
書
簡
に
お
い
て
、
「
司
法
省
連
ニ
テ
当
地
（
ベ
ル
リ
ン
―
―
筆
者
註
）
ニ
居
ル
ハ
杉
山
ト
梅
博
士
ノ
ミ
。」
と
い
う
記
述
が
あ
る
（
４０
）
。
梅
は
、
同
年
一
〇
月
に
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
留
学
す
る
（
４１
の
１
）
。
拓
川
と
梅
の
関
係
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
こ
れ
ら
の
記
録
は
、
梅
が
リ
ヨ
ン
大
学
に
留
学
し
た
頃
か
ら
、
二
人
の
間
に
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
（
４１
の
２
）
、
拓
川
が
梅
の
留
学
に
つ
い
て
支
援
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
梅
は
、
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
三
年
）
に
留
学
を
終
え
て
帰
国
し
、
一
八
九
三
年
（
明
治
二
六
年
）
か
ら
法
典
調
査
会
民
法
起
草
委
員
と
し
て
民
法
起
草
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
が
（
４２
）
、
拓
川
と
梅
の
親
交
は
、
梅
の
帰
国
後
も
続
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
拓
川
が
右
膝
の
静
脈
炎
の
た
め
に
一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
年
）
三
月
一
八
日
か
ら
同
年
四
月
二
一
日
ま
で
入
院
し
た
際
、
梅
が
同
年
三
月
三
〇
日
（
日
曜
日
）
に
拓
川
を
見
舞
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
（
４３
）（
４４
）
。
拓
川
は
、
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
年
）
に
外
交
官
を
退
官
し
た
後
、
衆
議
院
議
員
、
貴
族
院
議
員
、
パ
リ
講
和
会
議
に
お
け
る
西
園
寺
公
望
全
権
の
随
員
（
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
））、
お
よ
び
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
中
止
し
事
態
の
収
拾
を
図
る
役
割
を
担
う
、
シ
ベ
リ
ア
派
遣
特
命
全
権
大
使
（
一
九
一
九
年
（
大
正
八
年
））
を
、
さ
ら
に
、
一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
年
）
１８４
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
一
）
九
か
ら
松
山
市
長
を
務
め
、
松
山
高
等
商
業
学
校
創
立
に
身
を

し
て
奔
走
し
た
が
、
開
校
（
一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）
四
月
二
五
日
）
を
見
届
け
る
こ
と
な
く
、
松
山
市
長
在
任
中
の
同
年
三
月
二
六
日
に
病
死
し
た
（
４５
）
。
松
山
高
等
商
業
学
校
は
、
拓
川
の
利
他
の
志
が
な
け
れ
ば
誕
生
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
松
山
大
学
は
、
二
〇
一
一
年
四
月
か
ら
二
〇
一
三
年
（
創
立
九
〇
周
年
）
三
月
ま
で
、
松
山
大
学G
P
（G
ood
Practice
）「
松
山
大
学
の
三
恩
人
と
そ
の
周
縁
の
再
考
証
―
―『
校
訓
三
実
主
義
』
の
再
検
証
を
め
ざ
し
て
―
―
」
を
実
施
し
、
松
山
大
学
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
拓
川
を
は
じ
め
、
民
法
制
定
過
程
の
研
究
で
知
ら
れ
る
星
野
通
教
授
（
や
は
り
松
山
大
学
の
前
身
で
あ
る
松
山
商
科
大
学
の
第
二
代
学
長
）
等
の
顕
彰
を
行
う
。
実
施
期
間
中
に
は
、
大
型
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
顕
彰
事
業
の
成
果
を
ま
と
め
た
出
版
物
も
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。
民
法
研
究
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
話
が
横
道
に
そ
れ
た
が
、
以
下
、
日
民
四
六
七
条
の
趣
旨
を
正
確
に
把
握
し
、
日
民
四
六
七
条
の
解
釈
論
へ
の
示
唆
を
得
る
た
め
に
、
二
に
お
い
て
、
梅
起
草
委
員
が
甲
号
議
案
四
七
〇
条
を
起
草
す
る
に
あ
た
っ
て
参
照
し
た
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
官
版
第
二
草
案
お
よ
び
暫
定
第
二
草
案
か
ら
特
定
し
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
二
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
の
特
定
と
そ
の
検
証
１
特
定
か
つ
検
証
す
べ
き
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
の
規
定
梅
起
草
委
員
が
甲
号
議
案
四
七
〇
条
を
起
草
す
る
に
あ
た
っ
て
参
照
し
た
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
は
、
官
版
第
二
草
案
お
よ
び
三
つ
の
暫
定
第
二
草
案
の
ど
れ
で
あ
ろ
う
か
。
同
条
が
起
草
さ
れ
た
の
は
一
八
九
五
年（
明
治
二
八
年
）三
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
梅
起
草
委
員
は
、
官
版
第
二
草
案
（
一
八
九
四
年
）、Pionier
社
版
（
一
八
九
二
年
）、M
andry
の
私

版
（
一
八
九
二
年
）
お
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
一
号
一
〇
１８３
よ
びReatz
版
（
一
八
九
三
年
）
の
す
べ
て
を
参
照
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
穂
積
陳
重
起
草
委
員
付
の
起
草
委
員
補
助
で
あ
る
仁
保
亀
松
は
、
一
八
九
三
年
九
月
か
ら「
翻
訳
独
乙
民
法
草
案
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
上
段
に
第
一
草
案
の
規
定
を
、
下
段
に
そ
れ
に
対
応
す
る
第
二
草
案
の
規
定
お
よ
び
第
二
草
案
に
お
い
て
新
た
に
新
設
さ
れ
た
規
定
を
（
第
二
草
案
に
お
い
て
削
除
さ
れ
た
第
一
草
案
の
規
定
は
、
下
段
に
「
削
除
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
）
掲
載
し
、
第
二
草
案
を
法
学
協
会
雑
誌
に
お
い
て
連
載
の
形
で
紹
介
し
て
い
る
（
４６
）
。
仁
保
は
、
第
二
草
案
に
つ
い
て
、
一
二
巻
五
号
（
一
八
九
四
年
五
月
）
に
お
い
て
、
第
一
編
総
則
の
部
分
（
第
二
草
案
一
条
か
ら
二
〇
四
条
ま
で
）
の
紹
介
を
終
え
た
後
、
一
二
巻
六
号
（
一
八
九
四
年
六
月
）
か
ら
一
四
巻
三
号
（
一
八
九
六
年
三
月
）
ま
で
、
第
三
編
物
権
法
の
部
分
（
第
二
草
案
七
七
七
条
か
ら
一
二
〇
二
条
ま
で
）
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
仁
保
の
翻
訳
は
、
一
四
巻
四
号
（
一
八
九
六
年
四
月
）
以
降
の
法
学
協
会
雑
誌
に
は
見
当
た
ら
な
い
（
４７
）
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
仁
保
に
よ
る
第
二
草
案
の
紹
介
は
、
総
則
と
物
権
法
で
終
了
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
法
学
協
会
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
仁
保
の
翻
訳
は
、
法
曹
会
発
行
の
雑
誌
「
法
曹
記
事
」
二
七
号
（
一
八
九
四
年
二
月
）
以
下
に
転
載
さ
れ
て
お
り
（
４８
）
、
第
二
草
案
第
二
編
債
務
関
係
法
の
部
分
（
第
二
草
案
二
〇
五
条
か
ら
）
は
、
法
曹
記
事
三
八
号
（
一
八
九
五
年
一
月
）
以
下
に
お
い
て
掲
載
が
開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
（
４９
）
。
法
曹
記
事
に
お
け
る
第
二
編
債
務
関
係
法
の
部
分
の
翻
訳
は
、
法
学
協
会
雑
誌
に
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
法
学
協
会
雑
誌
の
翻
訳
の
転
載
で
は
な
い
（
法
曹
記
事
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
翻
訳
で
あ
る
）。
こ
の
翻
訳
は
な
ぜ
、
法
学
協
会
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
ず
、
か
つ
、
法
学
協
会
雑
誌
に
先
行
し
て
法
曹
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
仁
保
は
、
第
二
草
案
が
当
時
最
新
の
立
法
モ
デ
ル
で
あ
り
、
社
会
経
済
の
発
達
に
最
も
よ
く
対
応
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
民
法
典
編
纂
に
あ
た
っ
て
大
い
に
参
考
と
な
る
と
し
て
、
第
二
草
案
を
第
一
草
案
と
対
比
す
る
形
で
翻
訳
し
、
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
５０
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
仁
保
自
身
、
日
本
民
法
典
が
公
布
さ
れ
る
段
階
に
至
っ
て
は
、
こ
の
翻
訳
は
有
用
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
法
学
協
会
雑
誌
一
四
巻
三
号
（
一
八
九
六
年
三
月
）
ま
で
に
掲
載
さ
れ
た
第
二
草
案
第
三
編
物
権
法
に
続
い
て
、
第
二
編
債
務
関
係
法
の
翻
訳
を
一
四
巻
四
号
（
一
八
九
六
年
四
月
）
以
下
に
お
い
て
紹
１８２
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
一
）
一
一
介
す
る
と
、
民
法
（
前
三
編
）
の
公
布
（
一
八
九
六
年
四
月
二
七
日
）
と
時
期
が
重
な
っ
て
し
ま
い
、
翻
訳
の
意
義
を
減
殺
す
る
こ
と
に
な
る
。
仁
保
は
、
翻
訳
の
意
義
を
保
つ
た
め
、
第
二
編
債
務
関
係
法
に
つ
い
て
、
あ
え
て
法
学
協
会
雑
誌
に
は
掲
載
せ
ず
、
法
学
協
会
雑
誌
の
連
載
に
先
行
し
て
法
曹
記
事
に
お
い
て
紹
介
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
債
権
譲
渡
の
条
文
は
、
法
曹
記
事
四
二
号
（
一
八
九
五
年
五
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
六
七
頁
か
ら
七
六
頁
ま
で
）。
前
述
の
よ
う
に
、
仁
保
は
、
一
八
九
三
年
九
月
か
ら
第
二
草
案
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、Pionier
社
版
、M
andry
の
私

版
お
よ
びReatz
版
を
入
手
で
き
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
う
ち
、
仁
保
の
翻
訳
の
よ
う
に
第
一
草
案
と
対
比
し
つ
つ
第
二
草
案
を
紹
介
す
るReatz
版
を
底
本
と
し
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
起
草
委
員
補
助
が
日
本
民
法
典
の
起
草
に
際
し
てReatz
版
を
参
照
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
起
草
委
員
も
ま
た
、
そ
れ
を
手
も
と
に
置
い
て
参
考
に
し
て
い
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
仁
保
がReatz
版
を
底
本
と
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
な
い
こ
と
、
Reatz
版
は
第
一
草
案
か
ら
第
二
草
案
へ
の
変
更
点
と
そ
の
理
由
を
脚
注
で
示
し
て
い
る
が
、
仁
保
の
翻
訳
に
は
脚
注
自
体
が
な
い
こ
と
に
鑑
み
、
仁
保
の
翻
訳
の
底
本
がReatz
版
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
―
―Reatz
版
が
底
本
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
し
て
も
―
―
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
５１
）
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
仁
保
が
翻
訳
し
た
暫
定
第
二
草
案
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
仁
保
は
、
起
草
委
員
補
助
と
し
て
、
す
べ
て
の
暫
定
第
二
草
案
を
参
照
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
は
一
八
九
五
年
五
月
に
翻
訳
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
官
版
第
二
草
案
も
参
照
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
筆
者
は
、
二
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
梅
起
草
委
員
は
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
に
際
し
て
、
三
つ
の
暫
定
第
二
草
案
と
官
版
第
二
草
案
を
参
照
し
た
と
理
解
し
た
い
。
梅
起
草
委
員
は
、ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
に
つ
い
て
は
、同
草
案
三
五
一
条（
三
五
一
条
が
準
用
し
て
い
る
三
五
〇
条
を
含
む
）、
三
五
三
条
お
よ
び
三
五
四
条
を
参
照
し
て
甲
号
議
案
四
七
〇
条
を
起
草
し
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
５２
）
、
日
民
四
六
七
条
の
趣
旨
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
官
版
第
二
草
案
と
暫
定
第
二
草
案
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
右
の
規
定
の
内
容
と
趣
旨
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
解
明
の
結
果
、
右
の
規
定
の
内
容
と
趣
旨
が
官
版
第
二
草
案
お
よ
び
暫
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
一
号
一
二
１８１
定
第
二
草
案
の
す
べ
て
に
お
い
て
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
梅
起
草
委
員
が
参
照
し
た
第
二
草
案
に
つ
い
て
把
握
で
き
た
こ
と
に
な
り
、
日
民
四
六
七
条
の
趣
旨
を
よ
り
完
全
な
形
で
確
認
し
、
日
民
四
六
七
条
の
解
釈
論
へ
の
示
唆
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
第
二
草
案
三
四
二
条
に
つ
い
て
も
、
そ
の
内
容
と
趣
旨
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
同
条
は
、
ド
イ
ツ
民
法
三
九
八
条
と
同
一
内
容
の
規
定
で
あ
る
（
５３
）
。
ド
イ
ツ
民
法
三
九
八
条
は
、「
債
権
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
間
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
り
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
間
だ
け
で
は
な
く
、
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
も
、
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
と
い
う
原
則
」、
す
な
わ
ち
、「
債
権
の
特
定
承
継
原
則
（das
Prinzip
der
Sondernachfolge
in
die
Forderung
）」
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
（
５４
）
。
ド
イ
ツ
債
権
譲
渡
法
は
、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
に
支
配
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
民
法
四
〇
七
条
一
項
は
、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
に
よ
り
、
譲
渡
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
な
い
債
務
者
が
譲
渡
人
を
債
権
者
で
あ
る
と
信
じ
、
譲
渡
人
に
対
し
て
し
た
弁
済
を
特
別
に
有
効
と
す
る
（
５５
）
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
民
法
四
〇
八
条
一
項
は
、
債
権
の
多
重
譲
渡
の
場
合
に
お
い
て
、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
に
よ
り
、

第
一
譲
受
人
の
み
が
新
債
権
者
と
な
る
こ
と
、

債
務
者
は
第
一
の
譲
渡
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
債
務
者
が
第
二
譲
受
人
か
ら
の
履
行
請
求
を
受
け
て
第
二
譲
受
人
を
新
債
権
者
と
信
じ
て
、
第
二
譲
受
人
に
対
し
て
し
た
弁
済
を
特
別
に
有
効
と
す
る
（
５６
）
。
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
民
法
四
一
〇
条
は
、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
に
よ
り
、
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
な
い
債
務
者
が
表
見
譲
受
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
し
て
し
ま
い
、
真
正
な
債
権
者
（
原
債
権
者
ま
た
は
真
正
な
譲
受
人
で
あ
る
新
債
権
者
）
に
対
し
て
二
重
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
譲
渡
人
（
旧
債
権
者
）
が
交
付
し
た
譲
渡
証
書
の
交
付
、
ま
た
は
譲
渡
人
に
よ
る
譲
渡
に
つ
い
て
の
債
務
者
に
対
す
る
通
知
が
な
け
れ
ば
、
譲
受
人
は
譲
渡
債
権
を
債
務
者
に
対
し
て
行
使
で
き
な
い
と
す
る
。
譲
渡
証
書
の
交
付
ま
た
は
通
知
が
、
譲
受
人
が
自
ら
の
権
利
者
と
し
て
の
資
格
（Legitim
ation
）
を
証
明
す
る
方
法
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
５７
）
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
の
採
用
を
宣
言
す
る
ド
イ
ツ
民
法
三
九
八
条
は
、
債
権
譲
渡
法
に
お
け
る
他
の
規
定
を
支
配
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ド
イ
ツ
民
法
三
九
八
条
と
同
一
内
容
の
規
定
で
あ
る
第
二
草
案
三
四
二
条
は
、
同
草
案
三
１８０
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
一
）
一
三
五
一
条
、
同
草
案
三
五
三
条
お
よ
び
同
草
案
三
五
四
条
を
支
配
す
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
第
二
草
案
三
五
一
条
、
同
草
案
三
五
三
条
お
よ
び
同
草
案
三
五
四
条
の
内
容
と
趣
旨
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
同
草
案
三
四
二
条
の
そ
れ
を
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
日
民
四
六
七
条
の
趣
旨
を
さ
ら
に
正
確
に
理
解
し
、
同
条
の
解
釈
論
に
つ
い
て
示
唆
を
得
る
た
め
の
大
前
提
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
梅
起
草
委
員
は
、
日
民
四
六
六
条
の
前
身
で
あ
る
甲
号
議
案
四
六
九
条
の
起
草
（
一
八
九
五
年
三
月
）
に
あ
た
り
、
第
二
草
案
三
四
二
条
も
参
照
し
て
い
る
（
５８
）
。
第
二
草
案
三
四
二
条
は
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
参
照
欄
に
お
い
て
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
梅
起
草
委
員
は
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
の
際
に
、
当
然
第
二
草
案
三
四
二
条
も
参
照
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
以
上
の
理
由
か
ら
本
稿
は
、
第
二
草
案
三
四
二
条
に
つ
い
て
も
そ
の
内
容
と
趣
旨
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
２
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
四
二
条
第
二
草
案
三
四
二
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
「
債
権
は
、
債
権
者
と
他
の
者
と
の
契
約
に
よ
っ
て
、
債
権
者
か
ら
そ
の
者
に
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
債
権
譲
渡
）。
新
債
権
者
は
、
そ
の
契
約
の
締
結
に
よ
っ
て
、
旧
債
権
者
と
交
代
す
る
。」
第
二
草
案
三
四
二
条
の
文
言
は
、
暫
定
第
二
草
案
お
よ
び
官
版
第
二
草
案
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
全
く
同
一
で
あ
り
、
脚
注
を
付
さ
れ
て
い
な
い
。
同
条
は
、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
の
採
用
を
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る
。
債
務
法
部
分
草
案
お
よ
び
第
一
草
案
も
ま
た
、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
し
て
い
た
（
５９
）
。
債
務
法
部
分
草
案
理
由
書
（
一
八
八
二
年
）
と
第
一
草
案
理
由
書
（
一
八
八
八
年
）
は
、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
す
る
趣
旨
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
債
権
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
は
、
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
、
譲
渡
後
に
旧
債
権
者
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
し
て
し
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ま
い
、
二
重
弁
済
の
危
険
を
負
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
危
険
は
、
旧
債
権
者
に
対
す
る
弁
済
を
有
効
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
除
去
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
債
権
譲
渡
の
効
果
で
あ
る
債
権
の
移
転
が
譲
渡
契
約
当
事
者
間
で
は
生
じ
る
も
の
の
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
は
生
じ
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
譲
渡
契
約
の
効
果
に
つ
い
て
論
理
的
矛
盾
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
は
絶
対
効
で
あ
る
と
し
（
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
し
）、
譲
渡
に
つ
き
善
意
の
債
務
者
に
よ
る
旧
債
権
者
に
対
す
る
弁
済
は
、
そ
の
弁
済
を
例
外
的
に
有
効
と
す
る
特
別
な
規
定
（
債
務
法
部
分
草
案
一
五
条
第
一
文
並
び
に
第
四
文
お
よ
び
第
一
草
案
三
〇
四
条
一
項
）
に
よ
っ
て
有
効
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
６０
）（
６１
）
。
債
務
法
部
分
草
案
理
由
書
お
よ
び
第
一
草
案
理
由
書
は
、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
っ
て
譲
渡
契
約
の
効
力
が
完
全
に
債
務
者
に
対
し
て
も
及
ぶ
と
い
う
こ
と
だ
け
を
説
明
し
て
お
り
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
債
権
の
二
重
譲
渡
の
場
合
に
お
け
る
第
二
譲
受
人
と
い
っ
た
、
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
も
、
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
っ
て
完
全
に
及
ぶ
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
四
二
条
が
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
す
る
趣
旨
は
、
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
八
九
二
年
か
ら
一
八
九
四
年
の
間
に
公
刊
さ
れ
た
暫
定
第
二
草
案
お
よ
び
官
版
第
二
草
案
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
何
ら
述
べ
て
い
な
い
。
た
だ
、
そ
の
趣
旨
が
説
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
お
よ
び
第
二
草
案
三
四
二
条
が
債
務
法
部
分
草
案
や
第
一
草
案
と
同
様
に
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
二
草
案
三
四
二
条
が
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
に
つ
い
て
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
す
る
根
拠
は
、
債
務
法
部
分
草
案
理
由
書
お
よ
び
第
一
草
案
理
由
書
が
説
く
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
八
九
五
年
三
月
に
甲
号
議
案
四
七
〇
条
を
起
草
し
た
梅
起
草
委
員
も
、
第
二
草
案
三
四
二
条
（
債
権
の
特
定
承
継
原
則
）
の
趣
旨
を
こ
の
よ
う
に
部
分
的
に
理
解
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
梅
起
草
委
員
は
、
第
二
草
案
三
四
二
条
が
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
を
完
全
に
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
も
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
債
権
の
多
重
譲
渡
の
場
合
、
第
一
譲
受
人
が
常
に
新
債
権
者
と
な
る
こ
と
（
複
数
譲
受
人
間
の
優
劣
決
定
基
準
は
債
権
１７８
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
一
）
一
五
譲
渡
契
約
締
結
の
先
後
で
あ
る
こ
と
）
は
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
梅
起
草
委
員
は
、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
と
異
な
り
、
通
知
ま
た
は
承
諾
に
よ
っ
て
債
務
者
を
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
は
し
て
お
ら
ず
、
債
権
取
引
の
安
全
の
点
で
問
題
が
あ
る
と
評
価
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
に
あ
た
り
、
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
す
る
関
係
で
（
二
項
）、
対
抗
要
件
主
義
は
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
も
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
（
一
項
）
（
６２
）
。
譲
渡
債
権
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
が
債
権
譲
渡
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
し
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
も
（
不
完
全
に
）
移
転
す
る
が
、
通
知
ま
た
は
承
諾
が
な
い
限
り
、
譲
渡
人
の
下
に
も
不
完
全
に
帰
属
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
通
知
前
ま
た
は
承
諾
前
に
債
務
者
が
譲
渡
人
に
対
し
て
し
た
弁
済
は
、
有
効
と
さ
れ
、
債
務
者
は
、
二
重
弁
済
の
危
険
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
６３
）
。
し
か
し
、
第
二
草
案
三
四
二
条
は
、
特
に
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
す
る
趣
旨
に
つ
い
て
、
何
も
説
明
を
加
え
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
一
八
九
七
年
に
公
表
さ
れ
た
第
二
委
員
会
議
事
録
の
う
ち
、
債
権
譲
渡
を
含
む
第
一
巻
（「
民
法
典
草
案
第
二
読
会
の
た
め
の
委
員
会
議
事
録
。A
chilles
博
士
、G
ebhard
博
士
お
よ
びSpahn
博
士
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
、
帝
国
司
法
庁
委
託
版
。
第
一
巻
。
総
則
お
よ
び
債
務
関
係
法
第
一
章
並
び
に
第
二
章
第
一
節
。」）
は
（
６４
）
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
を
譲
渡
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
完
全
に
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
及
ぼ
す
こ
と
の
根
拠
と
し
て
、
債
務
者
を
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
二
委
員
会
議
事
録
に
よ
れ
ば
、
譲
受
人
が
譲
渡
人
の
使
者
ま
た
は
代
理
人
と
し
て
譲
渡
に
つ
い
て
債
務
者
に
通
知
す
る
こ
と
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
原
因
と
な
る
契
約
（
た
と
え
ば
、
担
保
権
設
定
契
約
）
に
お
け
る
信
義
則
上
の
義
務
（
契
約
の
相
手
方
の
利
益
に
配
慮
す
る
義
務
）
に
違
反
す
る
と
い
う
。
第
二
委
員
会
議
事
録
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
例
を
用
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
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「
銀
行
等
の
与
信
機
関
は
、
鉄
道
建
設
等
の
大
規
模
な
事
業
に
つ
い
て
相
当
な
信
用
を
建
設
事
業
者
に
対
し
て
供
与
す
る
場
合
に
は
、
し
ば
し
ば
、
信
用
受
領
者
の
下
に
生
じ
た
発
注
者
に
対
す
る
請
求
権
を
担
保
権
設
定
の
た
め
に
譲
渡
し
て
も
ら
う
が
、
発
注
者
に
は
譲
渡
に
つ
い
て
の
通
知
は
、
な
さ
れ
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
建
設
事
業
者
の
担
保
権
設
定
契
約
上
の
利
益
は
、
与
信
機
関
と
建
設
事
業
者
の
関
係
が
公
に
な
ら
な
い
こ
と
を
要
求
す
る
か
ら
で
あ
る
（
６５
）
。」
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
は
、
債
務
者
を
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
し
て
債
権
取
引
安
全
を
図
る
べ
く
、
通
知
を
対
抗
要
件
と
す
る
と
、
譲
渡
人
の
経
済
的
信
用
危
殆
を
惹
起
し
、
そ
の
こ
と
は
譲
渡
の
原
因
と
な
る
契
約
に
お
け
る
信
義
則
上
の
義
務
に
違
反
す
る
と
考
え
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
か
な
り
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
に
つ
い
て
の
通
知
は
な
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
（
６６
）
。
第
二
草
案
は
、
債
務
者
に
譲
渡
を
通
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
債
務
者
を
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
に
つ
い
て
、「
債
権
を
取
得
し
、
若
し
く
は
、
債
権
を
担
保
に
と
り
、
ま
た
は
、
強
制
執
行
の
方
法
で
債
権
を
差
し
押
さ
え
よ
う
と
す
る
者
は
、当
該
債
権
が
ま
だ
債
権
者
に
帰
属
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
債
務
者
に
問
い
合
わ
せ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
利
点
が
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
右
の
理
由
で
譲
渡
に
つ
い
て
の
通
知
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、「
当
該
債
権
を
譲
り
受
け
、
ま
た
は
、
当
該
債
権
を
差
し
押
さ
え
よ
う
と
す
る
者
は
、
一
般
的
に
、
当
該
債
権
が
す
で
に
譲
渡
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
債
務
者
に
問
い
合
わ
せ
な
い
。」
と
し
て
、
債
務
者
を
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
（
６７
）
。
こ
う
し
て
、
第
二
草
案
は
、
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
つ
い
て
、
通
知
を
対
抗
要
件
と
せ
ず
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
は
譲
渡
人
と
譲
受
人
に
よ
る
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
っ
て
完
全
に
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
及
ぶ
と
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
債
権
の
二
重
譲
渡
の
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
が
第
一
の
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
第
一
譲
受
人
に
劣
後
す
る
第
二
譲
受
人
に
対
し
て
弁
済
し
た
と
き
は
、
債
権
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
に
第
一
譲
受
人
に
対
す
る
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
る
こ
と
は
不
公
平
で
あ
る
か
ら
、
債
務
者
の
第
二
譲
受
人
に
対
す
る
無
効
な
弁
済
を
特
別
に
例
外
的
に
有
効
と
す
る
規
定
を
置
１７６
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
一
）
一
七
く
べ
き
で
あ
る
と
す
る
（
６８
）（
６９
）
。
本
稿
は
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
が
一
八
九
五
年
三
月
に
は
す
で
に
起
草
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
、
梅
起
草
委
員
は
一
八
九
七
年
に
公
表
さ
れ
た
債
権
譲
渡
部
分
の
第
二
委
員
会
議
事
録
を
同
条
の
起
草
に
あ
た
っ
て
参
照
し
え
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
間
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
り
、
譲
渡
契
約
の
効
力
が
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
も
完
全
に
及
ぶ
と
し
、
通
知
ま
た
は
承
諾
に
よ
っ
て
債
務
者
を
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
は
し
な
い
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
四
二
条
に
つ
い
て
、
梅
起
草
委
員
は
、
一
八
九
五
年
三
月
の
時
点
で
、
そ
の
趣
旨
を
知
り
え
な
か
っ
た
（
梅
起
草
委
員
が
そ
の
趣
旨
を
知
り
え
た
の
は
、
一
八
九
七
年
以
降
）。
つ
ま
り
、
梅
起
草
委
員
は
、
譲
受
人
が
譲
渡
人
の
使
者
ま
た
は
代
理
人
と
し
て
譲
渡
に
つ
い
て
債
務
者
に
対
し
て
通
知
す
る
こ
と
は
譲
渡
の
原
因
と
な
る
契
約
に
お
け
る
信
義
則
上
の
義
務
に
違
反
す
る
た
め
、
債
務
者
に
譲
渡
債
権
の
帰
属
の
情
報
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
債
務
者
を
そ
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
認
識
を
持
ち
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
九
五
年
三
月
の
時
点
で
趣
旨
が
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
な
い
ド
イ
ツ
民
法
三
四
二
条
は
、
梅
起
草
委
員
に
と
っ
て
評
価
が
不
可
能
な
規
定
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
梅
起
草
委
員
は
、
債
権
取
引
安
全
の
観
点
か
ら
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
を
起
草
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
し
か
に
、
梅
起
草
委
員
自
身
、
債
務
者
以
外
の
第
三
者
か
ら
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
し
て
照
会
を
受
け
た
債
務
者
が
虚
偽
の
回
答
を
し
た
場
合
、
債
権
取
引
の
安
全
が
害
さ
れ
る
危
険
性
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
梅
起
草
委
員
は
同
時
に
、
債
務
者
が
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
つ
い
て
虚
偽
の
回
答
を
し
て
も
、
何
ら
債
務
者
の
利
益
と
は
な
ら
な
い
し
、
虚
偽
の
回
答
は
債
務
者
の
法
的
責
任
（
不
法
行
為
責
任
）
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
虚
偽
の
回
答
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
不
完
全
で
は
あ
る
も
の
の
、
債
務
者
は
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
関（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）た
り
う
る
の
で
あ
り
、
債
権
取
引
の
安
全
は
相
当
程
度
図
ら
れ
る
と
す
る
（
７０
）
。
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
一
号
一
八
１７５
梅
起
草
委
員
は
、ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
四
二
条
の
趣
旨（
譲
渡
人
お
よ
び
譲
受
人
に
よ
る
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
っ
て
、
譲
渡
契
約
の
効
力
が
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
完
全
に
及
ぶ
趣
旨
）
を
時
期
的
な
問
題
で
知
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
債
務
者
は
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
た
り
え
な
い
と
い
う
認
識
が
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
す
べ
て
の
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
、
通
知
ま
た
は
承
諾
が
譲
渡
人
の
信
用
危
殆
を
生
じ
さ
せ
る
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
担
保
の
た
め
の
債
権
譲
渡
の
場
合
は
通
常
、
不
動
産
、
動
産
、
債
権
の
順
に
担
保
権
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
鑑
み
、
通
知
ま
た
は
承
諾
に
よ
る
譲
渡
人
の
信
用
危
殆
の
危
険
は
、
な
お
存
す
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
債
権
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
に
法
的
不
利
益
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
債
権
譲
渡
法
の
基
本
理
念
に
よ
り
（
日
民
四
六
八
条
二
項
（
７１
）
）、
債
務
者
に
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
回
答
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
債
務
者
は
、
債
務
者
以
外
の
第
三
者
か
ら
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
つ
い
て
照
会
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
回
答
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
回
答
し
な
い
こ
と
も
あ
る
と
い
え
る
。
債
務
者
が
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
つ
い
て
回
答
す
る
か
ど
う
か
不
確
実
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
債
務
者
が
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
（
公
示
の
不
確
実
性
の
問
題
）。
以
上
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
も
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
維
持
す
る
第
二
草
案
三
四
二
条
は
、
日
民
四
六
七
条
二
項
の
解
釈
論
に
示
唆
―
―
た
と
え
ば
、
確
定
日
付
説
の
再
評
価
と
い
う
よ
う
に
―
―
を
与
え
う
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
お
、
梅
起
草
委
員
は
、
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
四
二
条
の
趣
旨
を
一
八
九
五
年
三
月
ま
で
の
時
点
で
把
握
し
て
い
た
な
ら
ば
（
仮
に
、
第
二
委
員
会
議
事
録
の
う
ち
、
債
権
譲
渡
の
部
分
が
一
八
九
五
年
三
月
ま
で
に
公
表
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
）、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
も
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
す
る
方
向
に
傾
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
譲
渡
人
お
よ
び
譲
受
人
に
よ
る
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
り
、
譲
渡
契
約
の
効
力
が
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
完
全
に
及
ぶ
と
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
評
価
し
う
る
以
上
、
論
理
必
然
的
に
、
債
務
者
に
対
し
て
も
同
様
に
解
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
民
四
六
１７４
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
一
）
一
九
七
条
一
項
は
、
譲
渡
人
お
よ
び
譲
受
人
に
よ
る
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
っ
て
譲
渡
契
約
の
効
力
が
債
務
者
に
対
し
て
も
完
全
に
及
ぶ
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
日
民
四
六
七
条
一
項
は
、
債
権
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
は
表
見
譲
受
人
に
無
効
な
弁
済
を
し
て
し
ま
い
、
真
正
な
債
権
者
（
原
債
権
者
ま
た
は
真
正
な
譲
受
人
で
あ
る
新
債
権
者
）
に
対
し
て
二
重
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
が
、
そ
の
危
険
を
除
去
す
る
た
め
、
通
知
ま
た
は
承
諾
に
よ
っ
て
譲
受
人
に
自
ら
の
権
利
者
（
新
債
権
者
）
と
し
て
の
資
格
（Legitim
ation
）
を
証
明
さ
せ
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
（
７２
）
。
ま
た
、
こ
の
証
明
を
担
保
す
る
た
め
、
譲
受
人
が
通
知
ま
た
は
承
諾
（
権
利
行
使
要
件
）
を
具
備
す
る
ま
で
は
、
譲
受
人
は
、
自
ら
に
完
全
に
帰
属
し
て
い
る
譲
渡
債
権
を
債
務
者
に
対
し
て
行
使
（
履
行
請
求
）
で
き
な
い
こ
と
を
定
め
た
規
定
こ
そ
、
日
民
四
六
七
条
一
項
で
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
（
７３
）
。
も
ち
ろ
ん
、
譲
渡
に
つ
い
て
知
ら
な
い
債
務
者
が
無
権
利
者
で
あ
る
譲
渡
人
に
対
し
て
し
た
弁
済
を
特
別
に
例
外
的
に
有
効
と
し
、
新
債
権
者
へ
の
二
重
弁
済
の
危
険
を
債
務
者
か
ら
除
去
す
る
こ
と
は
、
譲
渡
人
、
譲
受
人
お
よ
び
債
務
者
間
の
公
平
に
鑑
み
、
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
譲
受
人
に
権
利
者
（
新
債
権
者
）
と
し
て
の
資
格
を
証
明
さ
せ
、
債
務
者
が
表
見
譲
受
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
債
権
譲
渡
法
の
規
定
は
日
民
四
六
七
条
一
項
以
外
に
な
い
こ
と
か
ら
、
日
民
四
六
七
条
一
項
が
譲
受
人
の
権
利
行
使
要
件
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
規
定
で
あ
る
と
解
す
れ
ば
、
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
譲
渡
人
に
対
し
て
弁
済
し
た
債
務
者
の
保
護
は
、
日
民
四
六
七
条
一
項
に
よ
っ
て
図
る
こ
と
は
で
き
ず
、
日
民
四
六
七
条
一
項
以
外
の
規
定
に
よ
っ
て
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
日
民
四
六
七
条
一
項
が
担
う
権
利
行
使
機
能
に
よ
っ
て
法
的
利
益
を
受
け
る
の
は
、
譲
受
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
債
務
者
の
か
か
る
弁
済
を
特
別
に
例
外
的
に
有
効
と
し
、
債
務
者
保
護
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
的
利
益
を
受
け
る
の
は
、
債
務
者
で
あ
っ
て
、
権
利
行
使
機
能
と
債
務
者
保
護
機
能
は
互
い
に
対
立
す
る
の
で
あ
る
（
７４
）
。
甲
号
議
案
四
七
〇
条
が
起
草
さ
れ
た
一
八
九
五
年
三
月
の
時
点
で
、
梅
起
草
委
員
が
参
照
し
た
官
版
第
二
草
案
お
よ
び
暫
定
第
二
草
案
は
、
第
二
草
案
三
四
二
条
の
趣
旨
に
つ
い
て
全
く
言
及
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
は
、
一
八
九
七
年
の
第
二
委
員
会
議
事
録
に
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
一
号
二
〇
１７３
お
い
て
は
じ
め
て
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
二
草
案
三
四
二
条
の
趣
旨
は
、
日
民
四
六
七
条
の
解
釈
に
示
唆
を
与
え
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
に
あ
た
っ
て
梅
起
草
委
員
が
参
照
し
た
、
第
二
草
案
三
四
二
条
（
債
権
の
特
定
承
継
原
則
）
が
支
配
し
て
い
る
第
二
草
案
の
他
の
規
定
（
第
二
草
案
三
五
一
条
（
三
五
一
条
が
準
用
し
て
い
る
三
五
〇
条
を
含
む
）、
三
五
三
条
お
よ
び
三
五
四
条
）
に
つ
い
て
、
官
版
第
二
草
案
お
よ
び
暫
定
第
二
草
案
は
、
第
二
草
案
が
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
す
る
趣
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
、
第
二
草
案
三
五
〇
条
、
三
五
一
条
、
三
五
三
条
お
よ
び
三
五
四
条
の
各
規
定
に
つ
い
て
、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
が
採
用
さ
れ
て
い
る
趣
旨
を
官
版
第
二
草
案
お
よ
び
暫
定
第
二
草
案
が
説
明
し
て
い
る
な
ら
ば
、
梅
起
草
委
員
は
、
ド
イ
ツ
債
権
譲
渡
法
に
お
け
る
債
権
の
特
定
承
継
原
則
に
つ
い
て
価
値
判
断
を
加
え
た
上
で
あ
え
て
こ
れ
を
採
用
せ
ず
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
を
評
価
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
甲
号
議
案
四
七
〇
条
を
起
草
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
第
二
草
案
三
四
二
条
は
、
日
民
四
六
七
条
の
解
釈
論
に
示
唆
を
与
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
以
下
、
右
の
各
規
定
の
内
容
と
趣
旨
に
つ
い
て
、
官
版
第
二
草
案
お
よ
び
暫
定
第
二
草
案
が
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
か
、
解
明
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
官
版
第
二
草
案
お
よ
び
暫
定
第
二
草
案
が
右
の
各
規
定
の
内
容
と
趣
旨
を
全
く
説
明
し
て
い
な
い
か
、
ま
た
は
、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
が
採
用
さ
れ
た
趣
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
第
二
草
案
三
四
二
条
は
や
は
り
、
日
民
四
六
七
条
の
解
釈
論
に
示
唆
を
与
え
う
る
で
あ
ろ
う
。
（
１
）
池
田
真
朗
『
債
権
譲
渡
の
研
究
』〔
増
補
二
版
〕（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
四
年
）
一
四
頁
以
下
、
同
「
民
法
四
六
七
条
・
四
六
八
条
（
指
名
債
権
の
譲
渡
）」
広
中
俊
雄＝
星
野
英
一
編
『
民
法
典
の
百
年

個
別
的
観
察
（
２
）
債
権
編
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
）
一
〇
一
頁
以
下
、
西
村
信
雄
編
『
注
釈
民
法
（
１１
）』（
有
斐
閣
、
一
九
六
五
年
）
三
七
一
頁
〔
明
石
三
郎
執
筆
〕、
於
保
不
二
雄
『
債
権
総
論
』〔
新
版
〕（
有
斐
閣
、
一
九
七
二
年
）
三
〇
七
頁
以
下
等
を
参
照
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
（
池
田
前
掲
書
三
五
〇
頁
よ
り
引
用
）。
「

譲
受
人
は
、
債
務
者
に
対
し
て
な
さ
れ
る
移
転
の
送
達
に
よ
っ
て
で
な
け
れ
ば
、
第
三
者
に
対
抗
し
え
な
い
。

た
だ
し
、
譲
受
人
は
、
債
務
者
に
よ
っ
て
公
正
証
書
に
お
い
て
な
さ
れ
る
移
転
の
承
諾
に
よ
っ
て
も
同
様
に
〔
第
三
者
に
〕
対
抗
し
う
る
。」
１７２
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
一
）
二
一
（
２
）
池
田
・
前
掲
注
（
１
）『
債
権
譲
渡
の
研
究
』
一
五
頁
参
照
。
（
３
）
福
島
正
夫＝
清
水
誠
編
『
明
治
民
法
の
制
定
と
穂
積
文
書
』（
民
法
成
立
過
程
研
究
会
、
一
九
五
六
年
）
五
二
頁
以
下
所
収
の
「
民
法
原
案
起
草
分
担
表
」
の
う
ち
、
五
四
頁
の
部
分
を
参
照
。
（
４
）
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
一
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
（
木
村
健
助＝
柳

兼
助
（
柳

兼
助
補
遺
）『
仏
蘭
西
民
法
〔

〕
財
産
取
得
法
（
３
）』〔
復
刻
版
〕（
現
代
外
国
法
典
叢
書
１７
）（
有
斐
閣
、
一
九
八
八
年
）
一
〇
七
頁
よ
り
引
用
）。
「
譲
渡
人
又
ハ
譲
受
人
ガ
移
転
ヲ
債
務
者
ニ
通
知
ス
ル

ニ
債
務
者
ガ
譲
渡
人
ニ
支
払
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
債
務
者
ハ
之
ニ
依
リ
有
効
ニ
免
責
ス
。」
（
５
）
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
『
民
法
第
一
議
案
』（
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
１３
）（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
八
年
）（
以
下
、『
民
法
第
一
議
案
』
と
略
す
）
一
九
七
頁
、
同
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
三
』（
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
３
）（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
四
年
）（
以
下
、『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
三
』
と
略
す
）
五
二
三
頁
。
（
６
）
梅
謙
次
郎
「
開
会
ノ
辞
及
ヒ
仏
国
民
法
編
纂
ノ
沿
革
」『
仏
蘭
西
民
法
百
年
紀
念
論
集
』（
法
理
研
究
会
出
版
、
一
九
〇
五
年
）（
岡
孝
編
（
法
政
大
学
図
書
館
、
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
記
念
現
代
法
研
究
所
監
修
）『
梅
謙
次
郎
著
作
全
集
Ｃ
Ｄ
版
３
』（
丸
善
、
二
〇
〇
三
年
）
に
所
収
）
三
頁
以
下
を
参
照
。
（
７
）
仁
井
田
益
太
郎＝
穂
積
重
遠＝
平
野
義
太
郎
「
仁
井
田
博
士
に
民
法
典
編
纂
事
情
を
聴
く
座
談
会
」
法
律
時
報
一
〇
巻
七
号
（
一
九
三
八
年
）
一
七
頁
の
仁
井
田
発
言
、
星
野
通
『
明
治
民
法
編
纂
史
研
究
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
四
三
年
）
一
六
二
頁
、
七
戸
克
彦
「
法
典
調
査
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
―
―
そ
の
人
選
に
関
す
る
「
政
策
評
価
」」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
三
一
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
〇
八
頁
を
参
照
。
（
８
）
仁
保
亀
松
「
翻
訳
独
乙
民
法
草
案
」
法
学
協
会
雑
誌
一
一
巻
九
号
（
一
八
九
三
年
）
七
七
六
頁
を
参
照
。
（
９
の
１
）
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、J.G
uttentag
と
略
す
こ
と
に
す
る
。
（
９
の
２
）「
官
版
第
二
草
案
」
と
い
う
表
現
は
、
岡
孝
教
授
が
用
い
て
お
ら
れ
る
（
岡
孝
「
民
法
起
草
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
の
影
響
」
法
律
時
報
八
六
七
号
（
一
九
九
八
年
）
五
四
頁
を
参
照
。
本
稿
は
、
こ
の
岡
教
授
の
御
論
稿
か
ら
示
唆
を
得
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。）。
本
稿
は
、
岡
教
授
の
表
現
に
し
た
が
っ
た
。
な
お
、
大
中
有
信
教
授
は
、「
公
定
版
」
と
い
う
表
現
を
さ
れ
て
い
る
（
石
部
雅
亮
編
『
ド
イ
ツ
民
法
典
の
編
纂
と
法
学
』
（
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）
の
末
尾
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
ド
イ
ツ
民
法
典
編
纂
資
料
一
覧
」xxi
頁
〔
大
中
有
信
執
筆
〕
を
参
照
。
ま
た
、
官
版
第
二
草
案
は
、「
帝
国
司
法
庁
の
指
示
と
校
閲
を
受
け
て
、
発
達
段
階
に
あ
る
ド
イ
ツ
帝
国
民
法
典
草
案
を
掲
載
し
た
も
の
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（Bibliographie
des
Bürgerlichen
Rechts.
V
erzeichnis
von
Einzelschriften
und
A
ufsätzen
über
das
im
Bürgerlichen
G
esetzbuche
für
das
D
eutsche
Reich
vereinigte
Rechtsachlich
geordnetvon
D
r.Jur.G
eorg
M
aas,
Bibliothekar
beidem
Reichsgericht.
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
一
号
二
二
１７１
１８８８
－１８９８
,１８９９
（A
rchiv
für
Bürgerliches
Recht.
Sechzehnter
Band.
１８９９
.
）（
以
下
、Bibliographie
des
Bürgerlichen
Rechts
と
略
す
）,S.３１
Fn.
）。
（
１０
）
岡
・
前
掲
注
（
９
の
２
）
五
四
頁
を
参
照
。
（
１１
）Pionier
社
版
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
一
橋
大
学
社
会
科
学
古
典
資
料
セ
ン
タ
ー
の
ギ
ー
ル
ケ
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
岡
・
前
掲
注
（
９
の
２
）
五
六
頁
注
（
１１
）、
岡
孝
「
法
典
論
争
か
ら
明
治
民
法
成
立
・
注
釈
時
代
」
水
本
浩＝
平
井
一
雄
編
『
日
本
民
法
学
史
・
通
史
』（
信
山
社
、
一
九
九
七
年
）
九
九
頁
注
（
２３
）
を
参
照
）。
筆
者
は
、
二
〇
一
〇
年
八
月
に
沖
野
眞
已
教
授
（
一
橋
大
学
（
当
時
））
と
同
セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力
を
得
て
、Pionier
社
版
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
（
１２
）Bibliographie
des
Bürgerlichen
Rechts,
a.a.O
.
（Fn.９
－２
）,S.３１
Fn.
（
１３
）Planck
は
、
第
二
草
案
のG
eneralreferent
で
あ
り
、M
andry
は
、
第
二
草
案
の
親
族
法
担
当
のSpezialreferent
（
総
則
担
当
のSpezialreferent
は
、G
ebhard
、
債
務
関
係
法
担
当
のSpezialreferent
は
、Jacubezky
、
物
権
法
担
当
のSpezialreferent
は
、K
üntzel
、
相
続
法
担
当
の
Spezialreferent
は
、Rügel
（Rügel
の
辞
任
後
は
、Börner
））
で
あ
っ
た
が
（Protokolle
derK
om
m
ission
fürdie
zw
eite
Lesung
des
Entw
urfs
des
Bürgerlichen
G
esetzbuchs.
Im
A
uftrage
des
Reichs＝
Justizam
ts,
bearbeitet
von
D
r.A
chilles,
D
r.G
ebhard,
D
r.Spahn,
Band

.
A
llgem
einer
Theil
und
Recht
der
Schuldverhäitnisse
A
bschn.

,
A
bschn.
Tit.
,１８９７
,
S.
.
以
下
、Protokolle
と
略
す
）、
G
eneralreferent
は
、「
総
括
報
告
者
」、Spezialreferent
は
、「
個
別
報
告
者
」
ま
た
は
「
報
告
者
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
（
た
と
え
ば
、
石
部
雅
亮
「
ド
イ
ツ
民
法
典
編
纂
史
概
説
」
石
部
・
前
掲
注
（
９
の
２
）
四
二
頁
以
下
、
久
保
還
暦
『
西
洋
法
制
史
料
選

近
世
・
近
代
』（
創
文
社
、
一
九
七
九
年
）
二
七
二
頁
、
二
七
四
頁
〔
好
美
清
光
執
筆
〕、
平
田
公
夫
「
ド
イ
ツ
民
法
典
を
創
っ
た
人
び
と
（
１
）」
岡
山
大
学
教
育
学
部
研
究
集
録
五
六
号
（
一
九
八
一
年
）
六
九
頁
、
同
「
ド
イ
ツ
民
法
典
を
創
っ
た
人
び
と
（
２
）」
岡
山
大
学
教
育
学
部
研
究
集
録
五
八
号
（
一
九
八
一
年
）
二
六
頁
以
下
、
同
「
ド
イ
ツ
民
法
典
を
創
っ
た
人
び
と
（
３
・
完
）」
岡
山
大
学
教
育
学
部
研
究
集
録
六
〇
号
（
一
八
九
二
年
）
二
八
三
頁
以
下
を
参
照
）。
そ
れ
ゆ
え
、
筆
者
は
、G
eneralreferent
を
「
起
草
委
員
」、Spezialreferent
を
「
起
草
委
員
補
助
」
と
解
し
、M
andry
を
「
第
二
委
員
会
起
草
委
員
補
助
」
と
表
現
し
た
。
（
１４
）
「
私

版
」
と
い
う
表
現
は
、
大
中
・
前
掲
注
（
９
の
２
）xxii
頁
か
ら
引
用
し
た
。
（
１５
）A
cP７９
（１８９２
）,S.１２４
－１８２
.
（
１６
）A
cP ７９
（１８９２
）,S. ４５７
－５００
.
な
お
、
大
中
・
前
掲
注
（
９
の
２
）xxii
頁
の
「A
cP ７９
, １８９２
,
S. ４
７
５
－５００
」
の
記
述
は
、「A
cP ７９
, １８９２
,
S.４
５
７
－５００
」
の
誤
植
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
傍
点
は
、
筆
者
が
つ
け
た
も
の
）。
（
１７
）A
cP７９
（１８９２
）,S.１２４
.
１７０
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
一
）
二
三
（
１８
）
な
お
、
第
二
分
冊
は
、
第
一
分
冊
、
第
三
分
冊
と
合
本
さ
れ
て
第
一
巻
と
し
て
一
八
九
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
（Reatz,
D
ie
zw
eite
Lesung
des
Entw
urfs
eines
Bürgerlichen
G
esezbuchs
für
das
D
eutsche
Reich
unter
G
egenstellung
der
ersten
Lesung.
Erster
Band.
Buch
－

.
A
llgem
einer
Theil,
Recht
der
Schuldverhältnisse,
Sachenrecht.
１８９４
.
）。
本
稿
は
、Reatz
版
を
引
用
す
る
際
は
、
一
八
九
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
合
本
版
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
い
（Reatz
と
略
し
て
引
用
す
る
）。
な
お
、
こ
の
周
辺
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
岡
・
前
掲
注
（
９
の
２
）
五
六
頁
注
（
１４
）
を
参
照
（
筆
者
は
、
岡
孝
教
授
（
学
習
院
大
学
）
が
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
で
発
見
さ
れ
た
第
二
分
冊
に
つ
い
て
、
そ
の
複
写
を
岡
教
授
か
ら
い
た
だ
い
た
。
岡
教
授
に
は
、
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。）。
（
１９
）Reatz,
a.a.O
.
（Fn.１８
）,S.
und

.
（
２０
）
岡
教
授
も
、
こ
の
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
る
（
岡
・
前
掲
注
（
９
の
２
）
五
四
頁
参
照
）。
（
２１
）V
gl.V
orbem
erkung
in
K
om
m
ission
für
die
zw
eite
Lesung
des
Entw
urfes
eines
Bürgerlichen
G
esetzbuchs
für
das
D
eutsche
Reich.
Entw
urfeines
Bürgerlichen
G
esetzbuchs
fürdas
D
eutsche
Reich.
Zw
eite
Lesung.
N
ach
den
Beschlüssen
der
Redaktionskom
m
ission.

.Buch.
A
llgem
einerTheil.
１８９２
.
Pionier.,
K
om
m
ission
fürdie
zw
eite
Lesung
des
Entw
urfes
eines
Bürgerlichen
G
esetzbuchs
für
das
D
eutsche
Reich.
Entw
urf
eines
Bürgerlichen
G
esetzbuchs
für
das
D
eutsche
Reich.
Zw
eite
Lesung.
N
ach
den
Beschlüssen
der
Redaktionskom
m
ission.

.Buch.
Rechtder
Schuldverhältnisse.
１
.bis６
.A
bschnitt.
１８９２
.
Pionier
（
以
下
、Pionier
と
略
す
）.,S.
４１
.U
nd
vgl.A
cP７９
（１８９２
）,S.１２４
.
（
２２
）Reatz,
a.a.O
.
（Fn.１８
）,S.
f.
（
２３
）Reatz,
a.a.O
.
（Fn.１８
）,S.
.
（
２４
）
岡
・
前
掲
注
（
９
の
２
）
五
四
頁
、
岡
孝
「
近
時
の
民
法
（
債
権
法
）
改
正
事
業
の
問
題
点
」
下
森
傘
寿
『
債
権
法
の
近
未
来
像
』
（
酒
井
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
二
六
六
頁
以
下
を
参
照
。
（
２５
）
『
民
法
第
一
議
案
』（
前
掲
注
（
５
））
一
九
七
頁
、『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
三
』（
前
掲
注
（
５
））
五
一
三
頁
を
参
照
。
（
２６
）
岡
教
授
も
、
こ
の
確
認
作
業
の
意
義
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
岡
・
前
掲
注
（
９
の
２
）
五
四
頁
を
参
照
）。
（
２７
）
内
田
貴
「
い
ま
な
ぜ
「
債
権
法
改
正
」
か
？
（
下
）」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
八
七
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
七
二
頁
以
下
を
参
照
。
（
２８
）
内
田
貴
『
債
権
法
の
新
時
代
―
―「
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
」
の
概
要
―
―
』（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
九
年
）
一
九
頁
以
下
も
参
照
。
（
２９
）
内
田
・
前
掲
注
（
２８
）
一
三
頁
以
下
も
参
照
。
（
３０
）
内
田
・
前
掲
注
（
２８
）
三
一
頁
以
下
も
参
照
。
（
３１
）
松
山
大
学
法
学
部
長
の
妹
尾
克
敏
教
授
に
よ
れ
ば
、
加
藤
恒
忠
は
、
郷
里
松
山
を
流
れ
る
石
手
川
を
隠
喩
的
に
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
一
号
二
四
１６９
の
出
自
に
対
す
る
誇
り
を
表
そ
う
と
し
て
、
雅
号
を
「
拓
川
」
に
し
た
と
い
う
（
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
松
山
大
学
学
園
報CREA
TIO
N
一
六
八
号
（
二
〇
一
一
年
）
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
（http://w
w
w
.m
atsuyam
a-u.ac.jp/creation/１６８
/creation.htm
か
ら
閲
覧
可
能
））。
ま
た
、
大
野
慶
一
「
外
交
官
加
藤
拓
川
の
生
き
ざ
ま
」
伊
予
史
談
三
一
一
号
（
一
九
九
八
年
）
六
七
頁
も
、「
拓
川
と
は
石
手
川
の
こ
と
で
あ
り
、
終
生
石
手
川
を
愛
し
、
松
山
を
愛
し
た
情
熱
の
人
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
本
稿
は
以
下
、
加
藤
恒
忠
の
こ
と
を
「
拓
川
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
（
３２
）
拓
川
と
梅
起
草
委
員
と
の
親
交
に
つ
い
て
は
、
岡
孝
教
授
に
情
報
の
ご
提
供
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
山
内
讓
教
授
（
松
山
大
学
）
よ
り
、
拓
川
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
（
３３
）
正
則
二
期
生
と
賄
征
伐
事
件
に
つ
い
て
は
、
七
戸
克
彦
「
現
行
民
法
典
を
創
っ
た
人
び
と
４
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
五
六
号
（
二
〇
〇
九
年
）
八
九
頁
、
鈴
木
正
裕
『
近
代
民
事
訴
訟
法
史
・
日
本
２
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）
三
〇
頁
以
下
（
な
お
、
本
書
三
一
頁
に
よ
れ
ば
、
賄
征
伐
事
件
の
原
因
は
、
急
激
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
別
の
と
こ
ろ
に
も
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
彼
ら
は
日
頃
、
寮
で
官
給
の
食
事
を
と
っ
て
い
た
が
、
た
ま
の
日
曜
日
に
外
出
す
る
と
（
外
出
は
、
日
曜
日
そ
の
他
の
休
日
に
か
ぎ
っ
て
、
許
さ
れ
て
い
た
）、
こ
れ
ま
た
官
給
の
小
遣
い
を
使
っ
て
た
ら
ふ
く
食
事
を
し
て
帰
る
。
だ
か
ら
賄
係
と
し
て
は
、
い
つ
も
よ
り
少
な
目
の
夕
食
を
用
意
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
誤
算
だ
っ
た
。
二
〇
歳
か
、
そ
れ
を
少
し
過
ぎ
た
ば
か
り
の
食
い
気
ざ
か
り
の
時
分
で
あ
る
。
外
で
さ
か
ん
に
大
喰
い
を
し
て
き
た
は
ず
な
の
に
、
寮
へ
戻
っ
て
ま
た
食
事
を
し
よ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
食
事
が
足
り
な
い
。」
と
い
う
こ
と
も
、
原
因
で
あ
っ
た
と
い
う
。）、
島
マ
マ
津
豊
幸
『
加
藤
拓
川
傳
―
―
あ
る
外
交
官
市
長
の
生
涯
―
―
』〔
改
定
版
〕（
松
山
大
学
、
一
九
九
七
年
）
二
四
頁
以
下
、
高
須
賀
康
生
「
明
治
法
学
教
育
成
立
期
の
三
人
―
―
児
島
惟
謙
・
加
藤
恒
忠
・
穂
積
陳
重
―
―
」
伊
予
史
談
二
八
一
号
（
一
九
九
一
年
）
三
九
頁
以
下
を
参
照
。
（
３４
）
拓
川
が
賄
征
伐
事
件
に
関
与
し
た
背
景
に
は
、
司
法
省
法
学
校
の
校
長
（
植
村
長
）
が

摩
藩
出
身
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
（
七
戸
・
前
掲
注
（
３３
）
八
九
頁
、
鈴
木
・
前
掲
注
（
３３
）
三
一
頁
お
よ
び
四
八
頁
注
（
２１
）、
高
須
賀
・
前
掲
注
（
３３
）
四
〇
頁
を
参
照
）、「

長
へ
の
反
発
」
と
い
う
感
情
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
大
野
・
前
掲
注
（
３１
）
六
八
頁
を
参
照
）。
拓
川
の
父
で
あ
る
大
原
観
山
（
儒
学
者
）
が
出
仕
し
て
い
た
松
山
藩
（
石
高
一
五
万
石
）
は
、
明
治
維
新
時
に
朝
敵
の
指
定
を
受
け
、
土
佐
藩
や
宇
和
島
藩
等
の
隣
藩
に
占
領
さ
れ
た
上
、
明
治
新
政
府
に
一
五
万
両
と
い
う
過
酷
な
賠
償
（
分
割
賠
償
で
は
な
く
、
一
括
賠
償
）
を
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
松
山
藩
に
つ
な
が
る
者
す
べ
て
が
、
生
活
に
困
窮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
大
原
観
山
と
同
じ
儒
学
者
の
中
に
は
、
餓
死
す
る
者
も
い
た
と
い
う
）（
西
尾
典
祐
『
至
誠
評
伝
・
新
田
長
次
郎
』（
中
日
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
二
二
頁
以
下
お
よ
び
一
六
一
頁
を
参
照
。
な
お
、
新
田
長
次
郎
（
雅
号
は
、
伊
予
松
山
藩
温
泉
郡
山
西
村
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
西
尾
・
前
掲
書
一
五
頁
を
参
照
）、「
温
山
（
お
ん
ざ
ん
）」
で
あ
る
）
も
ま
た
、
松
山
高
等
商
業
学
校
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
（
松
山
高
等
商
業
学
校
、
松
山
経
済
専
門
学
校
、
松
山
商
科
大
学
、
松
山
大
学
お
よ
び
松
山
短
期
大
学
の
卒
業
生
の
同
窓
会
は
、「
温
山
会
」
と
称
さ
れ
て
い
る
）。）。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
も
、
拓
川
が

長
藩
閥
に
対
し
て
向
か
っ
て
立
つ
気
概
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
容
易
に
推
１６８
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
一
）
二
五
測
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
（
３５
）
七
戸
・
前
掲
注
（
３３
）
八
九
頁
、
鈴
木
・
前
掲
注
（
３３
）
三
五
頁
、
岡
孝
「
明
治
民
法
と
梅
謙
次
郎
―
―
帰
国
一
〇
〇
年
を
機
に
そ
の
業
績
を
振
り
返
る
―
―
」
法
学
志
林
八
八
巻
四
号
（
一
九
九
一
年
）
三
〇
頁
を
参
照
。
ち
な
み
に
、
当
時
病
弱
で
あ
っ
た
梅
は
、
拓
川
が
合
格
し
た
一
八
七
六
年
（
明
治
九
年
）
の
正
則
二
期
生
の
入
学
試
験
に
「
体
格
不
良
」
で
合
格
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
（
七
戸
克
彦
「
現
行
民
法
典
を
創
っ
た
人
び
と
３
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
五
五
号
（
二
〇
〇
九
年
）
六
六
頁
を
参
照
）。
（
３６
）
岡
・
前
掲
注
（
３５
）
三
〇
頁
を
参
照
。
（
３７
）
詳
し
く
は
、
鈴
木
・
前
掲
注
（
３３
）
三
三
頁
以
下
、
島
津
・
前
掲
注
（
３３
）
三
八
頁
以
下
を
参
照
。
な
お
、
拓
川
は
、
一
八
八
四
年
（
明
治
一
七
年
）
に
パ
リ
の
法
科
単
科
大
学
に
も
入
学
し
て
い
る
（
島
津
・
前
掲
注
（
３３
）
四
三
頁
お
よ
び
一
四
二
頁
を
参
照
）。
拓
川
は
、
司
法
省
法
学
校
か
ら
放
校
処
分
を
受
け
た
後
も
、
法
律
学
を
修
め
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
３８
）
重
松
清
行
編
『
拓
川
集
日
記
篇
』（
拓
川
会
、
一
九
三
一
年
）
二
六
頁
を
参
照
。
（
３９
）
重
松
・
前
掲
注
（
３８
）
二
八
頁
を
参
照
。
（
４０
）
原
敬
文
書
研
究
会
編
『
原
敬
関
係
文
書
第
一
巻
書

篇
一
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
四
年
）
四
三
一
頁
。
（
４１
の
１
）
岡
・
前
掲
注
（
３５
）
五
頁
お
よ
び
三
〇
頁
を
参
照
。
（
４１
の
２
）
な
お
、
国
府
青
崖
に
よ
れ
ば
、「
補
缺
で
（
司
法
省
法
学
校
に
―
―
筆
者
註
）

入
つ
て
来
た
中
に
梅
と
か
手
塚
と
か
田
部
と
か
云
ふ
連
中
（「
手
塚
」
は
、
手
塚
太
郎
の
こ
と
、「
田
部
」
は
、
田
部
芳
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
梅
と
同
様
、
東
京
外
国
語
学
校
出
身
者
で
あ
る
（
鈴
木
・
前
掲
注
（
３３
）
三
五
頁
を
参
照
）。
―
―
筆
者
註
）
が
あ
つ
た
が
、
其
中
で
も
梅
は
驚
く
べ
き
秀
才
で
な
か
く
よ
く
出
来
た
、
後
に
法
政
局
長
官
（「
法
制
局
長
官
」
の
誤
植
で
あ
ろ
う
（
梅
は
、
一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
年
）
に
法
制
局
長
官
に
就
任
し
て
い
る
（
岡
・
前
掲
注
（
３５
）
三
二
頁
を
参
照
））。
―
―
筆
者
註
）
に
な
つ
た
人
だ
が
、
仏
蘭
西
で
も
各
教
科
共
に
満
点
で
、
仏
蘭
西
人
を
驚
か
し
た
も
の
だ
と
加
藤
が
云
つ
て
ゐ
た
」
と
い
う
（
重
松
清
行
編
『
拓
川
集
追
憶
篇
』（
拓
川
会
、
一
九
三
三
年
）
一
七
頁
）。
（
４２
）
星
野
・
前
掲
注
（
７
）
一
六
二
頁
、
岡
・
前
掲
注
（
３５
）
四
頁
お
よ
び
三
一
頁
、
七
戸
・
前
掲
注
（
７
）
一
〇
六
頁
を
参
照
。
（
４３
）
重
松
・
前
掲
注
（
３８
）
六
二
頁
を
参
照
。
（
４４
）
本
文
に
お
い
て
紹
介
し
た
拓
川
と
梅
の
親
交
を
示
す
記
録
は
、
江
戸
惠
子
氏
に
よ
っ
て
調
査
お
よ
び
整
理
さ
れ
て
お
り
、
大
変
参
考
に
な
る
（
岡
孝
編
（
法
政
大
学
図
書
館
、
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
記
念
現
代
法
研
究
所
監
修
）『
梅
謙
次
郎
著
作
全
集
Ｃ
Ｄ
版
』（
丸
善
、
二
〇
〇
三
年
）
に
所
収
の
江
戸
惠
子
「
梅
謙
次
郎
年
譜
」
を
参
照
）。
（
４５
）
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
野
・
前
掲
注
（
３１
）
六
八
頁
以
下
、
鈴
木
・
前
掲
注
（
３３
）
三
四
頁
、
島
津
・
前
掲
注
（
３３
）
一
四
四
頁
以
下
、
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
一
号
二
六
１６７
重
松
清
行
編
『
拓
川
集
拾
遺
篇
』（
拓
川
会
、
一
九
三
三
年
）
の
附
録
二
頁
以
下
の
「
加
藤
恒
忠
略
年
譜
」、
西
尾
・
前
掲
注
（
３４
）
二
二
六
頁
以
下
を
参
照
。
（
４６
）
仁
保
・
前
掲
注
（
８
）
七
七
五
頁
以
下
（
第
一
編
総
則
か
ら
（
第
二
草
案
一
条
か
ら
）
紹
介
さ
れ
て
い
る
）。
第
二
回
目
の
紹
介
は
、
一
一
巻
一
〇
号
（
一
八
九
三
年
一
〇
月
）
八
六
三
頁
以
下
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
第
三
回
目
（
一
一
巻
一
一
号
（
一
八
九
三
年
一
一
月
））
以
降
の
紹
介
は
、
法
学
協
会
雑
誌
の
附
録
に
お
い
て
行
わ
れ
、
頁
番
号
も
、
附
録
の
通
し
頁
番
号
と
な
っ
て
お
り
（
岡
・
前
掲
注
（
９
の
２
）
五
六
頁
注
（
１２
）
を
参
照
）、
第
三
回
は
、
一
七
頁
か
ら
三
八
頁
ま
で
、
第
四
回
（
一
一
巻
一
二
号
（
一
八
九
三
年
一
二
月
））
は
、
三
九
頁
か
ら
五
六
頁
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
第
五
回
（
一
二
巻
一
号
（
一
八
九
四
年
一
月
））
は
な
ぜ
か
、
三
九
頁
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
（
四
八
頁
ま
で
）。
第
六
回
（
一
二
巻
二
号
（
一
八
九
四
年
二
月
））
は
、
第
五
回
を
受
け
て
、
四
九
頁
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
第
七
回
（
一
二
巻
三
号
（
一
八
九
四
年
三
月
））
以
降
の
附
録
の
通
し
頁
番
号
も
、
す
べ
て
連
続
し
て
い
る
。
（
４７
）
岡
・
前
掲
注
（
９
の
２
）
五
六
頁
注
（
１２
）、
岡
・
前
掲
注
（
１１
）
八
七
頁
お
よ
び
九
八
頁
注
（
２０
）、
岡
・
前
掲
注
（
２４
）
二
七
一
頁
注
（
２２
）
を
参
照
。
さ
ら
に
、
筆
者
は
、
附
録
も
含
め
た
形
で
法
学
協
会
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
所
蔵
し
て
い
る
京
都
大
学
附
属
図
書
館
と
立
命
館
大
学
図
書
館
で
調
査
を
行
っ
た
が
、
一
四
巻
四
号
以
降
の
法
学
協
会
雑
誌
に
お
い
て
、
仁
保
の
翻
訳
を
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、
法
学
協
会
編
『
法
学
協
会
五
十
周
年
記
念
法
学
協
会
雑
誌
総
索
引
（
自
第
一
号
至
第
五
〇
巻
）』〔
復
刻
版
〕（
信
山
社
、
一
九
九
二
年
）
の
「
著
者
名
索
引
」
一
一
二
頁
お
よ
び
「
事
項
索
引
」
一
四
七
頁
に
よ
れ
ば
、
一
四
巻
の
各
号
附
録
に
仁
保
の
翻
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
仁
保
の
翻
訳
は
、
一
四
巻
に
つ
い
て
は
、
二
号
（
一
八
九
六
年
二
月
）
と
三
号
に
お
い
て
の
み
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
４８
）
岡
・
前
掲
注
（
９
の
２
）
五
六
頁
注
（
１２
）、
岡
・
前
掲
注
（
１１
）
八
七
頁
お
よ
び
九
八
頁
注
（
２０
）、
岡
・
前
掲
注
（
２４
）
二
七
一
頁
注
（
２２
）
を
参
照
。
さ
ら
に
、
筆
者
は
、
附
録
も
含
め
た
形
で
法
学
協
会
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
所
蔵
し
て
い
る
京
都
大
学
附
属
図
書
館
と
立
命
館
大
学
図
書
館
で
調
査
を
行
っ
た
が
、
一
四
巻
四
号
以
降
の
法
学
協
会
雑
誌
に
お
い
て
、
仁
保
の
翻
訳
を
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、
法
学
協
会
編
『
法
学
協
会
五
十
周
年
記
念
法
学
協
会
雑
誌
総
索
引
（
自
第
一
号
至
第
五
〇
巻
）』〔
復
刻
版
〕（
信
山
社
、
一
九
九
二
年
）
の
「
著
者
名
索
引
」
一
一
二
頁
お
よ
び
「
事
項
索
引
」
一
四
七
頁
に
よ
れ
ば
、
一
四
巻
の
各
号
附
録
に
仁
保
の
翻
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
仁
保
の
翻
訳
は
、
一
四
巻
に
つ
い
て
は
、
二
号
（
一
八
九
六
年
二
月
）
と
三
号
に
お
い
て
の
み
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
４９
）
第
二
編
債
務
関
係
法
の
部
分
に
は
、
本
文
の
頁
番
号
と
は
別
に
、
一
か
ら
始
ま
る
通
し
の
頁
番
号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
（
５０
）
前
掲
注
（
８
）
を
参
照
。
（
５１
）
岡
・
前
掲
注
（
９
の
２
）
五
四
頁
を
参
照
。
な
お
、

に
つ
い
て
は
、
仁
保
が
「
煩
雑
ナ
ル
ニ
モ
拘
ラ
ズ
第
一
草
案
及
ビ
第
二
草
案
ヲ
併
記
ス
ル
所
以
ハ
第
二
読
会
ニ
於
テ
第
一
草
案
ヲ
増
補
シ
又
ハ
削
除
セ
シ
所
多
キ
ヲ
以
テ
単
ニ
之
ヲ
対
照
ス
ル
ニ
於
テ
モ
亦
タ
得
ル
所
ナ
キ
ニ
シ
モ
ア
ラ
１６６
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
一
）
二
七
サ
レ
ハ
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
（
仁
保
・
前
掲
注
（
８
）
七
七
六
頁
（
傍
点
は
、
筆
者
が
付
し
た
も
の
））、
仁
保
は
、Reatz
版
に
つ
い
て
、
脚
注
を
あ
え
て
省
略
し
て
翻
訳
し
た
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
草
案
の
規
定
に
脚
注
が
付
さ
れ
て
い
る
の
に
そ
れ
を
訳
出
し
な
い
こ
と
は
、
第
二
草
案
を
で
き
る
限
り
正
確
に
紹
介
す
る
と
い
う
仁
保
の
翻
訳
の
趣
旨
と
合
致
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
５２
）
前
掲
注
（
５
）
を
参
照
。
（
５３
）
暫
定
第
二
草
案
お
よ
び
官
版
第
二
草
案
の
三
四
二
条
は
、「Eine
Forderung
kann
von
dem
G
läubigerdurch
V
ertrag
m
iteinem
A
nderen
auf
diesen
übertragen
w
erden
（A
btretung
）.
M
it
dem
A
bschlusse
des
V
ertrags
tritt
der
neue
G
läubiger
an
die
Stelle
des
bisherigen
G
läubigers.
」と
な
っ
て
い
る
が（Pionier,
a.a.O
.
（Fn.２１
）,S.３１
.,
A
cP７９
（１８９２
）,S.４９１
.,
Reatz,
a.a.O
.
（Fn.１８
）,S.１７５
.,
J.G
uttentag,
a.a.O
（Fn.９
－１
）,S.１０８
.
）（
下
線
は
、
筆
者
が
引
い
た
も
の
）、
ド
イ
ツ
民
法
三
九
八
条
は
、
一
番
目
の
下
線
部
に
つ
い
て
、「anderen
」
と
し
、
二
番
目
の
下
線
部
に
つ
い
て
「A
bschluss
」
と
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
両
者
の
内
容
は
同
一
で
あ
る
と
い
え
る
。
（
５４
）
拙
著
『
ド
イ
ツ
債
権
譲
渡
制
度
の
研
究
』（
嵯
峨
野
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
一
五
頁
以
下
を
参
照
。
（
５５
）
古
屋
・
前
掲
注
（
５４
）
七
九
頁
以
下
を
参
照
。
（
５６
）
古
屋
・
前
掲
注
（
５４
）
七
六
頁
以
下
を
参
照
。
（
５７
）
ド
イ
ツ
民
法
四
一
〇
条
に
つ
い
て
は
、
古
屋
・
前
掲
注
（
５４
）
四
〇
頁
以
下
を
参
照
。
（
５８
）
『
民
法
第
一
議
案
』（
前
掲
注
（
５
））
一
九
七
頁
、『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
三
』（
前
掲
注
（
５
））
五
一
四
頁
を
参
照
。
（
５９
）
債
務
法
部
分
草
案
第
四
章
「
債
権
及
び
債
務
の
特
定
承
継
」
第
一
節
「
債
権
の
移
転
」
一
条
（
以
下
、
債
務
法
部
分
草
案
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
「
債
務
法
部
分
草
案
一
条
」
と
い
う
よ
う
に
表
記
す
る
）
は
、「
債
務
関
係
か
ら
生
ず
る
債
権
は
、
債
務
者
の
同
意
を
要
す
る
こ
と
な
く
、
旧
債
権
者
か
ら
新
債
権
者
へ
と
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
旧
債
権
者
は
、
債
権
の
移
転
に
よ
っ
て
、
債
権
者
の
地
位
を
失
い
、
債
権
の
移
転
を
受
け
た
者
が
、
現
在
の
債
権
者
と
交
代
す
る
。」
と
規
定
し
、
第
一
草
案
二
九
三
条
は
、「
債
務
関
係
か
ら
生
ず
る
債
権
は
、
新
債
権
者
に
対
し
て
、
債
務
者
の
同
意
を
要
す
る
こ
と
な
く
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
債
権
の
移
転
）。
債
権
の
移
転
に
よ
っ
て
、
旧
債
権
者
は
、
債
権
者
の
地
位
を
失
い
、
新
債
権
者
が
、
債
権
者
と
な
る
。」
と
規
定
す
る
。
（
６０
）
古
屋
・
前
掲
注
（
５４
）
一
六
頁
以
下
を
参
照
。
（
６１
）
債
務
法
部
分
草
案
一
五
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
「
債
務
者
が
支
払
の
当
時
債
権
の
移
転
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
債
権
の
移
転
後
に
旧
債
権
者
に
対
し
て
支
払
を
し
た
債
務
者
は
、
そ
の
債
務
を
負
わ
な
い
。
新
債
権
者
は
、
債
務
者
が
債
権
の
移
転
後
に
そ
の
移
転
を
知
る
こ
と
な
く
旧
債
権
者
と
し
た
債
権
に
関
す
る
法
律
行
為
に
つ
い
て
、
そ
の
法
律
行
為
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
債
権
の
移
転
後
に
旧
債
権
者
と
債
務
者
と
の
間
で
そ
の
債
権
に
関
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
一
号
二
八
１６５
し
て
訴
訟
が
係
属
し
た
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
が
防
御
の
た
め
に
債
権
の
移
転
を
援
用
で
き
た
時
に
債
権
の
移
転
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
確
定
判
決
の
効
力
は
、
債
務
者
に
有
利
に
新
債
権
者
に
対
し
て
も
及
ぶ
。
債
務
者
が
債
権
の
移
転
を
知
っ
て
い
た
こ
と
は
、
新
債
権
者
が
こ
れ
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
第
一
草
案
三
〇
四
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
「

新
債
権
者
は
、
債
務
者
が
債
権
の
移
転
後
に
旧
債
権
者
に
対
し
て
債
務
の
履
行
の
た
め
に
給
付
を
し
た
こ
と
、
及
び
債
権
の
移
転
後
に
旧
債
権
者
と
債
務
者
と
の
間
で
そ
の
債
権
に
関
す
る
合
意
が
あ
っ
た
こ
と
、
又
は
債
権
に
つ
い
て
旧
債
権
者
と
債
務
者
と
の
間
で
法
律
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
こ
れ
ら
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
給
付
及
び
合
意
が
あ
り
、
又
は
、
法
律
行
為
が
あ
っ
た
時
に
債
務
者
が
債
権
の
移
転
を
知
っ
て
い
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

債
権
の
移
転
後
に
旧
債
権
者
と
債
務
者
と
の
間
で
そ
の
債
権
に
関
し
て
係
属
し
た
訴
訟
に
お
い
て
、
確
定
判
決
が
あ
っ
た
と
き
も
、
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
債
務
者
が
債
権
の
移
転
を
援
用
で
き
た
時
に
こ
れ
を
知
っ
て
い
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。」
（
６２
）
梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
巻
之
三
債
権
編
』〔
訂
正
増
補
二
四
版
〕（
有
斐
閣
、
一
九
〇
六
年
）
二
〇
八
頁
以
下
を
参
照
。
（
６３
）
梅
・
前
掲
注
（
６２
）
二
〇
八
頁
以
下
。
（
６４
）
前
掲
注
（
１３
）
を
参
照
。
（
６５
）
以
上
に
つ
い
て
は
、Protokolle,
a.a.O
.
（Fn.１３
）,S.３８１
を
参
照
。
（
６６
）V
gl.Protokolle,
a.a.O
.
（Fn.１３
）,S.３８１
.
（
６７
）V
gl.Protokolle,
a.a.O
.
（Fn.１３
）,S.３８１
.
（
６８
）V
gl.Protokolle,
a.a.O
.
（Fn.１３
）,S.３８１
f.
（
６９
）
第
二
委
員
会
議
事
録
は
、
債
務
者
の
第
二
譲
受
人
に
対
す
る
無
効
な
弁
済
を
特
別
に
例
外
的
に
有
効
と
す
る
規
定
の
例
と
し
て
、
第
一
草
案
三
〇
四
条
を
準
用
す
る
第
一
草
案
三
〇
五
条
を
あ
げ
て
い
る
（Protokolle,
a.a.O
.
（Fn.１３
）,S.３８３
）。
第
一
草
案
三
〇
五
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
「
既
に
移
転
し
た
債
権
を
旧
債
権
者
が
第
三
者
に
譲
渡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
劣
後
す
る
そ
の
譲
渡
に
つ
い
て
の
み
知
っ
て
お
り
、
最
初
の
移
転
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
債
務
者
の
た
め
に
、
第
三
〇
四
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
既
に
生
じ
た
債
権
の
移
転
の
た
め
に
無
効
で
あ
る
、
裁
判
所
の
命
令
に
よ
る
債
権
の
移
転
、
法
律
に
基
づ
い
て
生
じ
る
が
、
既
に
な
さ
れ
た
債
権
の
移
転
の
た
め
に
無
効
で
あ
る
、
債
権
の
移
転
の
承
認
に
関
す
る
証
書
を
交
付
す
る
こ
と
も
、
劣
後
す
る
債
権
の
譲
渡
と
同
様
で
あ
る
。」
（
７０
）
以
上
に
つ
い
て
は
、
梅
謙
次
郎
「
債
権
債
務
ノ
承
継
ヲ
論
ズ
」『
法
政
大
学
創
立
三
十
周
年
記
念
論
文
集
』（
法
政
大
学
、
一
九
〇
九
年
）
四
七
１６４
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
一
）
二
九
頁
以
下
、
梅
・
前
掲
注
（
６２
）
二
〇
九
頁
以
下
を
参
照
。
（
７１
）
我
妻
栄
『
新
訂
債
権
総
論
（
民
法
講
義

）』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
）
五
一
六
頁
、
奥
田
昌
道
『
債
権
総
論
』〔
増
補
版
〕（
悠
々
社
、
一
九
九
二
年
）
四
四
〇
頁
、
林
良
平
（
安
永
正
昭
補
訂
）＝
石
田
喜
久
夫＝
高
木
多
喜
男
『
債
権
総
論
』〔
第
三
版
〕（
青
林
書
院
、
一
九
九
六
年
）
四
九
三
頁
以
下
〔
高
木
多
喜
男
執
筆
〕
を
参
照
。
（
７２
）
拙
稿
「
ド
イ
ツ
債
権
譲
渡
制
度
に
お
け
る
譲
渡
契
約
の
効
力
と
対
抗
要
件
」
私
法
七
〇
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
八
九
頁
以
下
、
古
屋
・
前
掲
注
（
５４
）
四
〇
頁
以
下
を
参
照
。V
gl.Protokolle,
a.a.O
.
（Fn.１３
）,S.３９６
ff.
（
７３
）
こ
こ
で
は
、
日
民
四
六
七
条
一
項
の
「
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
は
、「
債
権
の
行
使
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
解
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
（
７４
）
拙
稿
「
通
知
前
ま
た
は
承
諾
前
に
債
務
者
が
譲
渡
人
に
対
し
て
し
た
弁
済
が
有
効
と
さ
れ
る
法
的
根
拠
に
つ
い
て
の
覚
書
―
―
ド
イ
ツ
債
権
譲
渡
法
に
お
け
る
機
能
分
化
の
視
点
か
ら
―
―
」
松
山
大
学
論
集
二
二
巻
三
号
（
二
〇
一
〇
年
）
二
九
五
頁
、
古
屋
・
前
掲
注
（
７２
）
一
九
二
頁
を
参
照
。
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
一
号
三
〇
１６３
